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Ⅰ 研究主題設定の理由 

現在，日本の子どもの自尊感情の乏しさが指摘され，自分に自信がある子どもが国際的に見て尐な

いことが各調査等で明らかになっている。また，現实から逃避し他者との関わりを避け，希薄な人間

関係の中で，自分さえよければという自己の考えに閉じこもりがちな子どもの問題も指摘されている。 

この問題の解決には，子ども一人一人が新たなことや困難なことにも挑戦しようという意欲をもて

るようにする教育が必要である。そのために，小学校学習指導要領解説道徳編では，自分への信頼感

や自信などの自尊感情を養うことが重要であると述べられている。さらに，子どもたちが，他者，社

会，自然・環境との豊かな関わりの中で生きるという实感や達成感を深めてこそ健全な自尊感情が育

まれるとも述べられている。したがって，子どもが抱える今日的課題の解決に向けては，道徳教育に

おいて自尊感情を育てることが，とても重要であると考える。自尊感情が高い子どもは，感情的に安

定し，困難なことに出会っても粘り強く努力する傾向があるといわれていることからも，ぜひ育てた

い資質である。 

本校では，道徳教育の重点内容項目に生命尊重を据えて指導してきた。道徳の時間と各教科等を結

び付けて道徳教育を展開したり，大口東トライアスロン（縄跳び，持久走，1000ｍ遠泳）に取り組む

ことで心と体を鍛えたり，総合的な学習の時間に人権教育やふるさと教育に力を入れたりして指導を

してきた。その結果，以前よりもお互いの立場や気持ちを思いやる言動が多くなったり，縄跳び運動

や持久走，水泳などを一生懸命に取り組んだりする子どもが多くなってきた。しかし，自分の立てた

目標を達成させることを途中であきらめてしまったり，責任のある役割に対して自ら進んで取り組む

ことに消極的であったりするために，達成感を得られないことが課題となっている。その原因として

話題に上がったのも，自尊感情の乏しさであった。具体的には，これまでの取組に，自尊感情の詳細

な分析や道徳学習への位置付け等に係る検討が，不足していたのではないかということであった。 

小学校学習指導要領解説道徳編には，全部の内容項目が調和的に関わり合いながら，子どもの道徳

性が高まっていくようにするために，内容項目間の関連を十分に考慮しながら，指導の順序を工夫し

たり，内容の一部を関連付けたりした，实態に応じた適切な指導を行うことが大切だと述べられてい

る。自尊感情を育てるためには，それに関わる内容項目を洗い出し，互いに関連付けて指導すること

が特に重要なのではないかと考えた。また，自尊感情は，他者との関わりの中で育っていくものであ

ることから，友達同士で互いに学び合う中で，自信をもち主体的に学ぶ子どもを育てるといわれる協

同的な学びの視点から道徳学習を捉え直すことが有効ではないかと考えた。 

そこで，本研究では，まず，道徳教育における自尊感情の意義を明らかにするために，自尊感情の

本研究における定義付けを行うとともに，その構成要素を明らかにする。その上で，自尊感情と道徳

の内容項目との関連を分析し，内容項目間の関連を図った道徳学習の在り方を探る。あわせて，協同

的な学びを生かした道徳の時間の工夫を行うことで，それぞれの教育活動で行う道徳性育成の指導を

補充，深化，統合する。これらの取組によって，子どもの自尊感情を育てることができると考え，本

主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

(1) 自尊感情を定義付け，その構成要素を明らかにし，内容項目との関連を分析する。 

(2) 道徳の時間において，協同的な学びを生かした指導法を明らかにする。 

(3) 自尊感情を育てるために必要な内容項目間の関連を図り，道徳の時間と各教科等を,子どもの

实態や発達の段階に即して結び付けた，計画的，発展的な「『自尊感情』道徳学習」の指導計画

を作成するとともに，授業により検証する。 

(4)  検証授業の結果を分析し，研究の成果と今後の課題を明らかにする。 
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２ 研究の仮説 

内容項目間の関連を図った道徳の時間を指導計画に位置付け，協同的な学びを生かした指導の工

夫をすれば，子どもの自尊感情を育てることができるのではないか。 

 

３ 研究の計画（構想図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究の概要 

   本研究を進めるに当たっては，自尊感情を育てることが大切だと言われながらも，その定義付けが 

諸説あったり，学習指導要領における位置付けが明確にされていなかったりするため，まず，先行研 

究から，本研究における自尊感情及び自尊感情を構成する各要素を定義付ける。次に，实態調査を踏 

まえ，自尊感情の構成要素を発達の段階に即して重点化するとともに，自尊感情と関連の深い道徳の 

内容項目を明らかにする。そして，自尊感情を育 

てるために必要な内容項目間の関連を図り，子ど 

もの实態や発達の段階に即して道徳の時間と各教 

科等を結び付けた，計画的，発展的な「『自尊感情』 

道徳学習」指導計画を作成する。さらに，道徳の 

時間では，協同的な学びを生かした授業展開を位 

置付けることにより，他者との関わりの中で自尊 

感情を育てることができ，道徳的価値の自覚を深 

めていくことができるような授業の在り方を検証 

する。このことが，子どもの自尊感情を育てるこ 

とへ結び付くと考える。その構想を示したものが 

図１である。 

 

２ 自尊感情についての考察 

(1)  自尊感情の捉え方 

    心理学研究における自尊感情研究の先駆者である，ウィリアム・ジェームズ (1890)は，自尊 

感情について，願望を分母に成功を分子とする分数で表現し（自尊感情＝成功／願望），願望と 

成功に大きな差があれば，自尊感情は低くなると述べている。また，梶田*1)は，自尊感情を自己 

*1)     梶田叡一 著 『自己意識の心理学』  1988 東京大学出版会                           

図１ 自尊感情を育てる道徳学習の構想図  
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意識の主要な構成要素の一つと捉え，自己への感情と評価であるとしている。このことから，自 

尊感情とは，「自己評価の感情」であると捉えることができる。一方，遠藤*2)は，自尊感情に関 

する諸先行研究の知見を整理し，次の自尊感情の視点を示している。「①セルフ・エスティーム 

（自尊感情）は，個人の自己の価値についての認知である。②このような認知は自己評価である 

が，それは，「重要な他者」を含む人間関係のなかで形成されるものである。」等である。ここで 

重要なことは，自尊感情は，「自己から見た自分を自己評価する感情」と「他者から見た自分を 

自己評価する感情」という二つの視点をもっているということである。このことから，自尊感情 

を「自己から見た自分」と「他者から見た自分」の二つの視点で捉え指導に生かしていく必要が 

ある（図２）。 

また，子どものもつ自尊感情と関連する領域は，「自己」， 

「仲間」，「家族」，「学校」であると Komer&Sinha(1989) 

は，述べている。子どもは比較的行動領域が制限されて

いるため，「家族」，「仲間」，「学校」を子どもにおける「重

要な他者」としている。「学校」とは，学校生活において

関わる担任をはじめとする学校職員，地域の住民まで含

まれている。自尊感情を他者との関わり合いを通して育

てる際には，子ども自身がこの「重要な他者」の存在に

ついて，明確に自覚することが大切である。 

(2)  自尊感情の定義 

自尊感情の定義について，梶田は，「自己概念の一つ」，「自分自身を基本的に価値あるものと 

する内的な感覚」としている。また，蘭*3)は，自尊感情を，自己概念に包括されるものとし，そ

の中でも評価に関わる部分として捉えている。自尊感情の先駆的な心理学者であるローゼンバー

グは，自尊感情には，自分を「とてもよい（very good）」と考えるものと，自分を「これでよい

（good enough）」と考える二つのことがあると述べている。その上で，他者との比較によって生

じるというよりも，自分で自分を受け入れる感情である「good enough」が大切であると述べて

いる。 

伊藤*4)は，一般的に自尊感情が高い人は，「①自分をより肯定し，成功体験を強く認識する， 

②ストレスや危機に強い，③「健全」「適応」「成長」におけるプラスの要素が良好である，④過

去をよりポジティブに捉え，未来に希望をもつ」と述べている。さらに，伊藤は，「自尊感情が

①人との関係で開かれていること，②社会とのつながりの中に開かれていること，③現在だけで

なく，将来にもわたって開かれていることが大切だ。」と述べている。 

これらの先行研究を踏まえて，前述した自尊感情の捉え方も含め，本研究における自尊感情を 

次のように定義した。 

自分のできること，できないこと全ての要素を包括した意味での「自分」を，他者との関わ 

り合いを通して，かけがえのない存在，価値ある存在として誇りに思う気持ち 

これは，自分のよいところも悪いところも全てを含めて自分を受け入れるが，そこで完結する 

のではなく，人との関わり合いを通して自尊感情を育てることが大切だという考え方である。 

(3)  道徳教育における自尊感情の位置付け 

小学校学習指導要領解説道徳編には，規範意識，自他の生命の尊重，他者への思いやりととも

に，自分への信頼感や自信などの自尊感情を養うことの必要性が述べられているが，その具体的

な指導内容が明示されていないことなどから，先行研究を基に自尊感情の道徳教育における位置

付けを確認しておく必要がある。 

小学校学習指導要領解説道徳編には，「人間は，本来，人間としてよりよく生きたいという願 

*2)*3)  遠藤辰雄・井上祥治・蘭千壽編 『セルフ・エスティームの心理学 自己価値の探求』 1992 ナカニシヤ出版 

*4)   伊藤美奈子（慶應義塾大学）講義『子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導』 2010 夏季集中講座 学習指導 B資料                           

図２ 自尊感情を自己評価の視点から捉えたイメージ  
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いをもっている。この願いの实現を目指して生きようとするところに道徳が成り立つ。道徳教育

とは，人間が本来もっているこのような願いやよりよい生き方を求め实践する人間の育成を目指

し，その基盤となる道徳性を養う教育活動である。」とも記されており，この人間としてよりよ

く生きたいという願いは，マズローの欲求階層説の「自己实現の欲求」にあたると考えられる。

様々な心理学的研究において，道徳性の高まりと自己实現とは関連することが示されており，こ

れらの研究結果の大部分が相関していることから，道徳性の高まりと自己实現とは同じような意 

義があると考えられる。道徳教育の目標である道徳性の

高まりを目指すためには，「自己实現の欲求」の下位にあ

る，自尊の欲求を満たし他者からの尊敬・承認を得たい

という願望である「承認と自尊の欲求」を満たさなけれ

ばならない。自尊感情を育てることは，この「承認と自

尊の欲求」に含まれると考えられ，このことから，道徳

性を育成するためには，自尊感情を高めることが必要不

可欠であると考えられる（図３）。 

(4) 自尊感情の七つの構成要素の定義について 

自尊感情を育てる道徳学習を進めるためには，まず，自尊感情を構成する要素が何であるかを 

明らかにする必要があると考えた。先行研究では，自己理解，自己承認，自己価値，自己信頼，

自己受容，自己实現的態度，他者理解・他者受容，他者からの受容感，自己肯定感，自己充实感，

自己効力感，自己成長感，自己決定感，自己有用感，自己存在感，自己受容感等が挙げられてい

る。その中で，本研究においては，自尊感情の構成要素を次の表１のように捉えることとし，そ

れぞれの構成要素の定義付けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自尊感情を育てる協同的な学び 

(1) 道徳の時間における言語活動の充实について 

小学校学習指導要領解説道徳編は，道徳の時間の指導における配慮とその充实の中で，言葉 

を生かし考えを深める工夫を求めており，①自分の考えを基に，書いたり話し合ったりするなど

の表現する機会を充实し，②自分とは異なる考えに接する中で，自分の考えを深め，③自らの成

長を实感できるよう工夫すること，と述べている。子どもに自分の考えをもたせるためには，何

について考えるのかを明確に示す必要があり，読み物資料の構造や表現の意図，そこに含まれる

道徳的価値や人間観を深く理解し，児童の発達の段階や实態を考慮に入れ，児童一人一人が資料

の内容をつかみ，自分の考えをもつことができることが大切である。次に，子どもが，自分の考

えを表現できるためには，何でも言い合え，認め合える学級の雰囲気と教師が受容的な姿勢をも

つことが大切である。また，子どもが自分とは異なった考えに接する中で，学習が深まることを

实感させることが必要であり，子どもが道徳的な成長を自ら实感できるようにするためには，学

習を通して，はじめの段階と自分がどう変わったのかを分かるような書く活動の工夫や，子ども

が想定したもう一人の自己に問いかけて考えを深める自己内対話の工夫などが大切である。この

ように，言語活動の充实を図ることは，道徳性をより高めるために，必要なことだと考える。 

構成要素 定義付け 

自己肯定感 自分に対して，自分にはよいところがあると肯定的に評価する感情 

自己有用感 自分は，他の人のために役立つ人間だと評価する感情 

自己効力感 自分は，目標に向かって努力し，達成できる人間だと評価する感情 

自己存在感 自分は，価値があり，他者から認められていると評価する感情 

自己成長感 自分は，できるようになったことがあるなど，成長している人間だと評価する感情 

自己充实感 自分は，何かをがんばり充实していると評価する感情 

他者からの受容感 自分は，受け入れられていると評価する感情 

表１ 自尊感情の構成要素と定義付け 
 

図３ マズローの欲求階層説と道徳教育との関連 
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(2) 自尊感情と協同的な学びの関連 

自尊感情は，自己を見つめる心の動きであり，この自己を見つめる心には，自己から見た自分

と他者から見た自分の二通りが考えられる。よって，自尊感情を育てるためには，自己を見つめ，

自己の考えやよさに気付き，「自己を肯定的に評価できる場」とお互いの意見を交流させながら，

他者の考えや気持ちから学んだり，重要な他者である友達や家族，教師から受容されたり，「他

者から肯定的に評価される場」を設定することが必要である。本研究においては，この二つの役

割を果たすことができる場として，「協同的な学び」を生かすことを考えた。この「協同的な学 

び」を生かすことは，(1)で述べた言語活動の充实にも通じることになる。 

協同的な学びとは，「対象（教材）との出会いと対話，

他者（仲間や教師）との出会いと対話，自己との出会

いと対話である。」と佐藤*5)が述べている。この協同的

な学びにおける自己との対話，他者との対話は，前述

の自尊感情を育てるための，「自己を肯定的に評価する

場」と「他者から肯定的に評価される場」との二つの

場と一致すると考えられる（図４）。さらに，佐藤は協

同的な学びが成立する要件として，発問の大切さを述

べている。一人では簡単には答えが見つからず，複数

の人数で，意見のすり合わせや多様な思考を表現し， 

交流する協同的な学びを必要とするような発問である。 

このことは，道徳教育における対話の研究を進めている假屋園*6)も，「対話を導入する必然性は

対話の課題（テーマ）が複数の人間で考える必要のある内容になっているかどうかにある。複数

の人間で考える必要のある対話課題こそが，思考力を育成する対話につながる。」，「一人で考え

ても思考が進行しない課題とは，何をどこからどう考えていくのか，という論理の筋道がはっき

りしない課題である。これはかなり抽象度が高い課題となる。」と述べている。よって，抽象度

の高い対話課題を中心発問として，協同的な学びを行わせる必要がある。 

また，自尊感情を育てる場としての協同的な学びは，道徳性を高める場とも重なる。道徳性を

道徳の時間に高めるためには，道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深めること

が重要である。道徳的価値の自覚を深める視点である，①価値理解，②人間理解・他者理解，③ 

自己理解，④夢や希望をもつ，ということとも協同的な学びは深く関わると考える。 

そこで，道徳の時間に自尊

感情を育てる協同的な学びに

関して，一単位時間の学習過

程と対応した形で図式化を

行った（図５）。このように，

道徳の時間に協同的な学びを

生かした指導の工夫をするこ

とで，道徳的価値の自覚及び

自己の生き方についての考え

を深め，自尊感情を高めるこ

とができ，そのことが，道徳

性を高めることにつながって

いくと考えた。 

 

図５ 道徳の時間における自尊感情を育てる協同的な学びの流れ  

図４ 展開場面における協同的な学び 

  

*5)  佐藤学 著 『学校の挑戦 学びの共同体を創る』  2006 小学館 

*6)  假屋園昭彦 児童の対話活動に対する教師の指導的参加の分析的研究(1) –道徳の時間における対話を生かした授業デザインの開発- 

2010 鹿児島大学教育学部研究紀要 人文・社会科学編 第 61 巻 
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４ 子どもの道徳性及び自尊感情に関する実態調査の分析と考察 

(1)  实態調査の概要 
調査目的 子どもの道徳性に関する实態，子どもの自尊感情に関する实態 

实施期間 平成 23年７月８日（金）～７月 20日（水） 

調査対象 

伊佐市立Ａ小学校 １年生（65人） ２年生（76人） ３年生（63人） ４年生（73人） ５年生（56人） ６年生（63人） 

伊佐市立Ｂ小学校 １年生（７人） ２年生（６人） ３年生（４人） ４年生（８人） ５年生（11人） ６年生（７人） 

伊佐市立大口東小学校 １年生（５人） ２年生（15人） ３年生（13人） ４年生（５人） ５年生（８人） ６年生（８人） 

合計 １年生（77人） ２年生（97人） ３年生（80人） ４年生（86人） ５年生（75人） ６年生（78人） 

調査方法 子どもの道徳性に関する質問紙を３種類，子どもの自尊感情に関する質問紙を２種類（四件法で，数値化し処理する。） 

(2) 子どもの道徳性と自尊感情に関する質問紙 

ア 子どもの道徳性についての質問紙 

  子どもの道徳性を把握するために，次の三つの質問紙を用いた。 

(ｱ) 具体的な道徳的行為の場面を提示し，その行為の動因を四つの選択肢から選ぶ質問である。 

選択肢は，指示・命令，道徳的判断，道徳的心情，道徳的態度とし，この順で得点化した。 

 

 

 

(ｲ) 道徳的行為に対して，行動してよかったという实感をもっているかどうかを問う質問であ

る。子どもが，道徳的行為のよさを感じているかどうかを判断する。 

 

 

(ｳ) 道徳的行為を日常の中でできているかどうかを問う質問である。 

 

 

これら三つの質問を各学年，全内容項目（低学年 16項目，中学年 18項目，高学年 22項目） 

について行い，回答されたものの平均を算出し，各内容項目の得点とし，発達の段階に応じた

子どもの道徳性を把握することとした。 

イ 子どもの自尊感情についての質問紙 

  子どもの自尊感情を把握するために，自尊感情の七つの構成要素について質問紙によるアン 

ケートを行った。自尊感情は自己評価の感情であり，自己から見た自分と他者から見た自分の 

二つの視点が必要となる。そこで，七つの構成要素それぞれについて，自分が自分のことをど 

う思うか，家族や友達が自分のことをどう思っていると思うか，という二種類の質問を行った。 

それら二つを平均したものを自尊感情の得点とした。 

 

 

 

(3) 实態調査の分析と考察 

ア 道徳性と自尊感情の関係について 

１年生から６年生まで計 493 名の子どもの道徳性と自

尊感情の相関において，正の強い相関（0.72）があった。

自尊感情の高い子どもは道徳性が高く，道徳性が高い子ど

もは自尊感情が高いことが言える（図６）。この实態調査

の結果からも道徳学習において，自尊感情を育てることが

必要だと考えられる。 

 

（例）【高学年：1-(2)希望，勇気，不撓不屈】 

健太君は，二重跳びを 200 回跳べるようになるという目標を立てました。今日は，雨が降っています。しかし，健太君は，縄跳びの練

習を今日もやりました。どんなことを考えて練習をしたでしょうか？ 

 １ 先生に練習しなさいと言われたからやろう。（指示・命令） ２ 目標に向かって毎日練習した方がよい。（道徳的判断）    

３ 必ず 200 回跳べるようになりたいなあ。（道徳的心情）    ４ 自分の決めた目標へ努力するのは当然だぞ。（道徳的態度） 

 

（例）【高学年：1-(2)希望，勇気，不撓不屈】       

あなたは，自分の立てた目標を達成して，うれしい気持ちになったことがありますか？ 

４ よくある  ３ まあまあある  ２ あまりない  １ ぜんぜんない 

 

（例）【高学年：1-(2)希望，勇気，不撓不屈】       

自分の決めた目標をあきらめずに最後までやりとげることができる。 

４ とてもそう思う  ３ まあまあそう思う  ２ あまりそう思わない  １ ぜんぜんそう思わない 

 

（例）【高学年：自己有用感】 わたしは，まわりの人のために役立っていると思う。（自分から見た自分） 

４ とても思う  ３ まあまあ思う  ２ あまり思わない  １ ぜんぜん思わない 

               友達や家族は，あなたが役立つ人だと思っている。（他者からみた自分） 

                         ４ とても思う  ３ まあまあ思う  ２ あまり思わない  １ ぜんぜん思わない 

図６ 道徳性と自尊感情の散布図 
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イ 子どもの自尊感情について       

本校児童の平均値（2.89）は３校の平均値（3.01）に比

べて，やや低くなっている（図７）。構成要素ごとに見て

も３校の平均を下回っており，特に，「自己有用感」（2.66）

や「自己存在感」（2.64），「他者からの受容感」（2.62）が

低い傾向にある。このことから，「自己有用感」について

は，学級や家族の中で，自分の役割を果たしたり認められ

たりすることで得られる，自分は人の役に立っているとい

う实感をもつ機会が尐ないこと，「自己存在感」について

は，自分のもつ存在そのものにある価値に気付く機会が尐

ないこと，「他者からの受容感」については，他者から話

を聞いてもらう機会が尐なかったり，他者から自分が受け

入れられたりしていることをあまり实感できていないこ

とが，それぞれ考えられる。   

また，発達の段階を比較してみると，本校では，低学年

が高く，高学年になると低くなっている。これは，一般的

に言われる学年が上がると自尊感情が低下するという傾

向と合致する（図８）。このことから，高学年により重点

化して自尊感情を育てる道徳学習を行う必要があると言

える。 

本校の低学年は，３校と比較して，やや自尊感情が低い

傾向がある。その中でも「他者からの受容感」(2.47)と「自

己有用感」(2.92)が特に低い傾向がある（図９）。他者と

関わり，互いに認め合う機会を増やしたり，クラスにおい

て係などの役割を自覚させ，責任を果たしていったりする

機会を多くしていく必要がある。 

本校の中学年は，３校と比較して，全構成要素において，

自尊感情が高い傾向にある。しかし，「自己有用感」（2.92），

「自己存在感」（2.83），「他者からの受容感」（2.83）が，

七つの構成要素の中ではやや低い傾向にある（図 10）。学

級の中での係活動の責任を果たすよさを实感させたり，自

分の価値を見出す時間を設定したり，お互いに認め合う機

会を増やしたりすることが必要である。 

本校の高学年は，３校と比較して，自尊感情がやや低い

傾向にある。全構成要素において３校の平均を下回ってい

る（図 11）。その中でも，特に，「自己有用感」（2.06），「自

己存在感」（2.00），「自己肯定感」（2.34）が低い傾向にあ

る。高学年として，委員会活動や係活動などにおいて，人

の役に立っている自分を強く自覚させたり，自分の価値や

よさについて気付かせたりしていく必要がある。 

これらの实態調査の結果を生かし，「『自尊感情』道徳学

習」の指導計画作成では，数値の低い構成要素を重点的に

位置付けることとする。 

図８ 本校における発達の段階の比較（全学年） 

 

 

 

図９ 本校と３校の自尊感情の比較（低学年） 

 

 

 

 

図 10 本校と３校の自尊感情の比較（中学年） 

 

図 11 本校と３校の自尊感情の比較（高学年） 

 

 

図７ 本校と３校の自尊感情の比較（全学年） 
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(4) 实態調査のまとめ 

    子どもの道徳性，自尊感情の实態調査から，道徳性と自尊感情には密接な関連があることが 

明らかになった。また，自尊感情の七つの構成要素のどの部分が育っているかは，子ども一人一

人異なっているが，発達の段階に即したおおよその傾向については把握することができた。これ

らの結果を生かして，自尊感情の七つの構成要素をどの発達の段階において重点化して指導して

いけばよいのかを明らかにしたい。さらに，自尊感情を育てるためには，子ども自身が自尊感情

とはどういうものであるかを知ることと，その構成要素が，自分の心の中にもあるということを

实感させる必要があると考える。そのために，内容項目間の関連を図り，七つの構成要素を育て

る「『自尊感情』道徳学習」を行っていく必要がある。その際には，子どもの思考の流れを大切

にしながら取り扱う内容項目を实施する順序を考慮して設定し，個々の構成要素の重要性を自分

との関わりで实感させるようにしなければならない。 

検証授業においては，自尊感情の低かった５・６年生（高学年）を対象に，「『自尊感情』道 

徳学習」をどのように展開していけばよいのかを明らかにしていくものとする。 

 

 ５ 自尊感情の七つの構成要素について 

(1) 子どもの発達の段階に即した構成要素の重点化 

      小学校６年間を見通して自尊感情を育てていくために，発 

達の段階に即して扱いに軽重をつけ，重点化して指導するこ 

とが大切だと考えた。そこで，实態調査の結果と小学校学習 

指導要領解説道徳編に述べられている発達特性を踏まえ，図 

12のように重点化した。ただし，「他者からの受容感」は， 

他者とのつながりに特に大きく関わっているため，全学年に 

おいて指導するものとした。道徳の時間に扱わなかった構成要素は，全教育活動において，各教 

科等の中で補いながら指導していくこととした。自尊感情は，他者とのつながりの中で育まれる 

ものであることから，他者とのつながりに大きく関わる「他者からの受容感」は特に大切だと考 

える。实態調査の結果を見てみると，低学年（2.47），中学年（2.83），高学年（2.56）と，どの 

発達の段階も低い傾向があり，特に重点的に指導をする必要があると考えた。そこで，小学校６ 

年間を通し，重点化して指導する構成要素を，「他者からの受容感」とした。 

自分の成長を感じる，という「自己成長感」とがんばっている自分を感じる「自己充实感」は， 

他の構成要素と比べて子どもが实感しやすく，自尊感情を育てるために基本的な感情だと考えら

れる。实態調査の結果を見てみても，「自己成長感」は，低学年（3.53），中学年（3.47），高学

年（2.75），「自己充实感」は低学年（3.16），中学年（3.28），高学年（2.53）と高い傾向にあり，

どの発達の段階でも实感しやすい構成要素だと考えられる。そこで，低学年においては，自分の

「自己成長感」と「自己充实感」を重点化して指導することとした。 

中学年は，身体が丈夫になり，運動能力や知的な能力も大きく発達し，運動や勉強にしても自

分はできる，という感覚が育つ時期である。そこで，達成感を味わうことで得られる「自己効力

感」を中学年において重点化して指導することが効果的であると考えた。また，实態調査をみて

みると，中学年は「自己存在感」が 2.83 と低い傾向がある。よって，自分に価値があり，周り

から頼りにされるという「自己存在感」も重点化して指導する必要があると考えた。 

高学年は，集団や社会との関わりで，属している集団や社会における自分の役割や責任につい

ての自覚が特に深まる時期であると学習指導要領に述べられている。そこで，「自己有用感」を

高学年で重点化して指導することが望ましいと考えた。また，この時期は，自分を他者と比較す

る傾向が強くなり，自分のよさを見失いがちであると言われている。そこで，高学年において，

図 12 発達の段階に即した構成要素の重点化 
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自分のよさを見つけ，認めるという「自己肯定感」も重点化して指導する必要があると考えた。 

(2) 構成要素と関連の深い内容項目の抽出 

        自尊感情を構成する七つの要素を道徳学習の中で具体的に育てていくためには，七つの構成要 

素がどの道徳的価値，すなわち内容項目と強い関わりがあるのかを明らかにする必要がある。そ

こで，学習指導要領解説道徳編に示されている内容項目を整理し，その考察を基に，特に関連が

深いと判断した内容項目の抽出を行った（表２）。 

 

自尊感情の 

七つの構成要素 

発達の段階ごとに関連した内容項目 

低学年 中学年 高学年 

自己肯定感 

1-(3)勇気 

3-(1)生命尊重 

4-(3)家族愛 

1-(3)勇気 

1-(5)向上心，個性伸長 

3-(1)生命尊重 

4-(3)家族愛 

1-(2)希望，勇気，不撓不屈 

1-(6)向上心，個性伸長 

3-(1)生命尊重 

4-(5)家族愛 

自己有用感 

4-(2)勤労 

4-(3)家族愛 

4-(4)愛校心 

4-(5)郷土愛 

4-(2)勤労 

4-(3)家族愛 

4-(4)愛校心 

4-(5)郷土愛 

4-(3)役割と責任の自覚 

4-(4)勤労，社会奉仕，公共心 

4-(5)家族愛    

4-(6)愛校心 

4-(7)郷土愛，愛国心 

自己効力感 
1-(2)勤勉・努力 

4-(2)勤労 

1-(2)勤勉・努力，忍耐 

4-(2)勤労 

1-(2)希望，勇気，不撓不屈 

4-(3)役割と責任の自覚 

4-(4)勤労，社会奉仕，公共心 

自己存在感 
2-(4)尊敬・感謝 

3-(1)生命尊重 

4-(3)家族愛 

2-(4)尊敬・感謝 

3-(1)生命尊重 

4-(3)家族愛 

2-(5)尊敬・感謝 

3-(1)生命尊重 

4-(5)家族愛 

自己成長感 
1-(2)勤勉・努力 

4-(2)勤労 

1-(2)勤勉・努力，忍耐 

1-(5)向上心，個性伸長 

4-(2)勤労 

1-(2)希望，勇気，不撓不屈 

1-(6)向上心，個性伸長 

4-(4)勤労，社会奉仕，公共心 

自己充实感 
1-(2)勤勉・努力 

4-(2)勤労 

1-(2)勤勉・努力，忍耐 

4-(2)勤労 

1-(2)希望，勇気，不撓不屈 

4-(4)勤労，社会奉仕，公共心 

 

他者からの 

受容感 

2-(2)思いやり・親切 

2-(3)友情・信頼，助け合い 

2-(4)尊敬・感謝 

4-(2)勤労 

4-(3)家族愛 

4-(4)愛校心 

4-(5)郷土愛 

2-(2)思いやり・親切 

2-(3)友情・信頼，助け合い 

2-(4)尊敬・感謝 

4-(2)勤労 

4-(3)家族愛 

4-(4)愛校心 

4-(5)郷土愛 

4-(6)愛校心 

2-(2)思いやり・親切 

2-(3)友情・信頼，助け合い 

2-(4)寛容・謙虚 

2-(5)尊敬・感謝 

4-(3)役割と責任の自覚 

4-(4)勤労，社会奉仕，公共心 

4-(5)家族愛  4-(6)愛校心 

4-(7)郷土愛，愛国心 

６ 「『自尊感情』道徳学習」の構想 

 (1) 「『自尊感情』道徳学習」とは 

「『自尊感情』道徳学習」とは，子ども一人一人の自尊感情を育てることをねらいとしてお

り，自尊感情の七つの構成要素に関わる内容項目間の関連を図り，子どもの实態や発達の段階

に即して道徳の時間と各教科等を結び付けた，計画的，発展的な教育活動として，本研究で新

たに構想したものである。以下のように定義した。 

    自尊感情の七つの構成要素に関わる内容項目間の関連を図った上で，子どもの实態や発達の段階に即し

て，道徳教育の要である道徳の時間と各教科等や行事における道徳性育成の指導との関連を図りながら，

計画的，発展的な指導によってこれを補充，深化，統合し，道徳的価値の自覚及び自己の生き方について

の考えを深め，道徳的实践力を育成するとともに，子どもの自尊感情を育てることを目的とした教育活動。 

(2) 内容項目間の関連を図った内容設定について 

ア 内容項目間の関連付け 

        (ｱ) 内容項目間の関連付けの必要性 

私は過去の研究で，内容項目の生命尊重を分析し，生命尊重の八つの観点に焦点を当て

て，道徳の時間と各教科等を関連させた総合単元的な道徳学習を展開したことがある。そ

の結果，子どもたちは，命の大切さは实感するものの，命を支えてくれる家族へ感謝の気

持ちを伝えたり，日常生活で具体的に家族へ働きかけたりするまでには，至らなかった。

また，自分の命の大切さはわかるが，それが，自信をもって生きることにまではつながら

なかった。このことから，生命尊重単独の指導ではなく，生命尊重で連関性という支えら

れる命を学習した場合，次の道徳の時間では家族愛を扱う，といったように内容項目間の

表２ 自尊感情の七つの構成要素と関連の深い内容項目 
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関連を図り，道徳的自覚をより深め道徳的实践力を育成する必要があると考えた。 

学習指導要領道徳編には，「具体的な場で道徳的行為が成される場合，「第２ 内容」に

示されている一つの内容項目だけが単独に作用するということはほとんどなく，そこでは，

ある内容項目を中心として，同一視点内及び他の視点にある幾つかの内容項目が関連し

合っており，道徳の時間の指導に当たっては，項目間の関連を十分に考慮しながら，指導

の順序を工夫したり，内容の一部を関連付けたりして，实態に応じた適切な指導を行うこ

とが大切である。」と述べられている。また，自尊感情の七つの構成要素を育てるために

は，単独の内容項目だけでは，十分ではない。七つの構成要素にかかわる複数の内容項目

の関連を図り，足りないところを補いながら指導を展開していく必要がある。そこで，本

研究では，七つの構成要素にかかわる内容項目間の関連を図った取組を行っていく（表３）。   

なお，高学年で重点化して指導する，自己肯定感，自己有用感，他者からの受容感につ

いては，指導計画全体を通し，各教科等の中での指導を含めて量的に多く扱い，指導して

いくものとする。 

(ｲ) 自尊感情を育てるのに必要な内容項目間の関連の設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 内容項目等 
関連 

する 

領域 

七つの自尊感情の構成要素 
 …指導計画全体を通して重点化した構成要素 

 

 …道徳の時間に重点化して扱う構成要素 

内容項目等設定の理由 

1 

 

道徳オリ

エンテー

ション 

自己 

家族 

仲間

学校 

自
己
肯
定
感 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

自
己
存
在
感 

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

自尊感情と関連する領域は，小学生の子どもにとっ

ての「重要な他者」との関わりから，「自己」「家族」

「仲間」「学校」の四つを設定した（P３参照）。第１時

のオリエンテーションでは，この四つの領域と七つの

自尊感情の全てを扱う。 

2 
3-(1)  

生命尊重 

自己 

家族 

 

自
己
有
用
感 

 

自
己
存
在
感 

  

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

指導の順番として，まず，自分自身の存在そのもの

に価値があることを感じさせるために，「自己」を扱い，

内容項目としては，「3-(1)生命尊重」とする。自己の

存在価値，命の価値に気付かせる。 

3 
4-(5)  

家族愛 

自己 

家族 

 

自
己
有
用
感 

 

自
己
存
在
感 

  

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

かけがえのない自分は，家族から大切にされている

ことについて考えさせる。子どもにとって最も「重要

な他者」である「家族」を扱い，内容項目としては「4-(5)

家族愛」とする。 

4 
2-(3)  

友情・信頼，

助け合い 

仲間 

自
己
肯
定
感 

   

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

かけがえのない命をもち家族に大切にされている自

分は，仲間からも受け入れられ，共に成長しているこ

とに気付かせる。「家族」の次は，子どもにとって「重

要な他者」の「仲間」を扱い，内容項目としては「2-(3)

友情・信頼，助け合い」とする。 

5 
1-(6)  

向上心， 

個性伸長 

自己 

自
己
肯
定
感 

   

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

自分にはよさがあることに気付かせる。「家族」「仲

間」を通して「他者からの受容感」を学んだ後，すば

らしい存在である自分のよさに意識を向けさせるため

に，「自己」を扱い，内容項目として「1-(6)向上心，

個性伸長」とした。 

6 

1-(2)  

希望， 

勇気， 

不撓不屈 

自己 

自
己
肯
定
感 

 

自
己
効
力
感 

   

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

前時の「1-(6)向上心，個性伸長」で自分のよさに気

付き，それを伸ばしていくために，再度「自己」を扱

い，内容項目として「1-(2)希望，勇気，不撓不屈」と

する。 

7 

4-(4)  

勤労，社会

奉仕，公共

心 

学校  

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

   

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

家族，仲間から受け入れられ，よさをもっているか

けがえのない自分が，人のため社会のために何ができ

るのかを考えるように「学校」を扱い，内容項目を

「4-(4)勤労，社会奉仕，公共心」とする。 

8 
道徳の 

振り返り 

自己 

家族 

仲間

学校 

自
己
肯
定
感 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

自
己
存
在
感 

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

最後に，道徳の時間の振り返りの時間を設定し，１

か月に渡り学んだことを内容項目，領域，七つの構成

要素の視点をもって振り返るようにする。 

表３ 内容項目間の関連図 
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イ 道徳の時間に関連付ける各教科等の内容の選択 

自尊感情の構成要素を育てるのにより適切な各教科等が教育課程に計画されている時期を

判断し，構成要素との関連が深い各教科等の選択を行う。本校の年間指導計画に基づき，七

つの構成要素を育てるために，表３の内容項目について取り扱う題材を，各教科等が特に充

实している時期と判断した 11 月２日～12 月 11 日の約１か月間に重点化して位置付けること

とした。期間中，自尊感情の七つの構成要素と関連が深いと判断した各教科等を以下の表４

のように選択することとした。 

  

各教科等 
単元名 

主題名 

関連

する

領域 

育てたい構成要素 
 …指導計画全体を通して 

重点化した構成要素 

この授業における 

「『自尊感情』道徳学習」の意義 

特別活動 

自分を知ろう，

友達とつなが

ろう 

自己 

仲間 

自
己
肯
定
感 

     

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

自分のよさを見つめたり（自己肯定感），友達や周りの人と

のつながりを感じたりすること（他者からの受容感）で，自

己を肯定的にとらえさせ，自尊感情を育てる。 

PTAバザー・

校区駅伝大会 

最後まであき

らめずにがん

ばろう 

自己 

学校 

 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

  

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 PTA バザーで自分の役割を果たし，人の役に立つことを实

感したり（自己有用感），駅伝で最後まであきらめずに走り，

達成感を感じたり（自己充实感），やればできる实感をもった

り（自己効力感）することで，自尊感情を育てる。 

高齢者との 

交流会 

高齢者の方と

ふれあおう 

自己 

学校 
 

自
己
有
用
感 

  

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 地域の高齢者の方々とパターゴルフをして教えてもらい上

達したり（自己成長感），給食を一緒に食べ会話したりするこ

とを通して，地域の方々に見守られている（他者からの受容

感）ことを感じさせ，自尊感情を育てる。 

避難訓練 

（火災） 

自分の命を守

ろう 

自己 

学校 

   

自
己
存
在
感 

  

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 自分の大切な命を守ることの意味（自己存在感）を实感さ

せ，自己の存在の価値に気付かせることで，自尊感情を育て

る。 

国語 

説明の仕方に

ついて考えよ

う（５年生） 

ものの見方を

広げよう 

（６年生） 

自己 

仲間 

  

自
己
効
力
感 

   

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 「天気を予想する」の文章から筆者の伝えたかったことを，

根拠を明確に示しながら自信をもって説明し自尊感情を育て

る（５年生） 

 「鳥獣戯画」を読み，教科書に示されている絵から感じた

ことを，自分なりの根拠を示しながら自信をもって説明をし，

自尊感情を育てる。（６年生） 

総合的な 

学習の時間 

（人権月間） 

人権月間 自

分のことを

もっと知り，

仲間のよさを

見つけよう 

自己 

仲間 

自
己
肯
定
感 

     

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

人権月間の取組を生かしながら，自己や友達を見つめ，お

互いのよさ（自己肯定感）を発見し，認め合うこと（他者か

らの受容感）で，自己を肯定的に捉えさせ，自尊感情を育て

る。 

人権集会 
自分の思いを

伝えよう 

自己 

仲間 

学校 

自
己
肯
定
感 

     

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 学校の友達の思いや考えを知ることで，友達のよさを発見

したり（自己肯定感），友達の意見を温かく受け止めたり（他

者からの受容感）することで，自尊感情を育てる。 

人権教室 
相手の立場を

考えよう 

自己 

仲間 

学校 

    

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 人権のビデオを視聴し，いじめられている人の立場を思い

やる（他者からの受容感）とともに，勇気を出し心の弱さを

乗り越える（自己成長感）ことの大切さを知り，自尊感情を

育てる。 

体育 

走り高跳びで

自己ベストを

出そう 

自己 

仲間 

 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

 

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 走り高跳びのコツを知り，友達と互いに教え合い（他者か

らの受容感），自己ベストを跳べるようになった自分の成長を

感じ（自己成長感），自分はやればできるという感覚（自己効

力感）をもつことで，自尊感情を育てる。 

学習発表会 
将来の夢を伝

えよう 

自己 

仲間 

学校 

自
己
肯
定
感 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

自
己
存
在
感 

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 これまでの練習を思い出しながら，自分たちの将来の夢（自

己肯定感）について一生懸命に発表したり（自己充实感），堂々

と発表できた自分の成長を感じたり（自己成長感），やればで

きるという感覚（自己効力感）をもったり，他の学年や保護

者，地域の方から認め受け入れられていると感じたり（他者

からの受容感）することで，自尊感情を育てる。 

   

表４ 自尊感情の構成要素と関連の深い各教科等の分析 
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(3) 「『自尊感情』道徳学習」指導計画 

       自尊感情についての捉えを基に，表３，表４を踏まえ，道徳の時間を全８時間，各教科等の 

授業を全 10時間の計 18時間（PTAバザー・校区駅伝は除く）を関連付けて「『自尊感情』道徳 

学習」の指導計画を作成した（表５）。 

 

※「『自尊感情』道徳学習」の指導計画作成のポイント 

【1】 内容項目間の関連を図りながら，道徳の時間を位置付けてある。 

【2】 構成要素との関連が深い各教科等の選択を行い，道徳の時間に関連付けて位置付けてある。 

【3】 道徳の時間，各教科等において，扱う「関連する領域」，「育てたい構成要素」を明示してある。 

【4】 「『自尊感情』道徳学習」の「オリエンテーション」と「振り返りの時間」を設定してある。 

 

 
 

道徳の時間 各教科等 

順番

日付 
内容項目等 

関連

する

領域 

育てたい構成要素 
  …指導計画全体を通して重

点化した構成要素 

  …道徳の時間に重点化して

扱う構成要素 

順番 

日付 

単元名 

主題名 

関連

する

領域 

育てたい構成要素 
  …指導計画全体を通して重点

化した構成要素 

① 
11/2 

 自己 

家族 

仲間

学校 

自
己
肯
定
感 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

自
己
存
在
感 

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

② 
11/2 

特別活動 

「自分を知ろう，

友達とつながろ

う」 

自己 

仲間 

自
己
肯
定
感 

     

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

③
11/4 

主題名「命の価値」 

【3-(1)生命尊重】    
資料名「妹の手紙」 

自己 

家族 

 
自
己
有
用
感 

 

自
己
存
在
感 

  

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

④ 
11/6 

PTA バザー・ 

校区駅伝 
「最後であきら

めずにがんばろ

う」 

自己 

学校 

 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

  

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑥ 
11/11 

主題名「家族に愛されて」

【4-(5)家族愛】 

 資料名「母とながめた一

番星」 

自己 

家族 

 

自
己
有
用
感 

 

自
己
存
在
感 

  

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑤
11/7 

高齢者との 

交流会 

「高齢者の方

とふれあおう」 

自己 

学校 

 

自
己
有
用
感 

  

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑦
11/15 

主題名「友達と支え合う」

【2-(3)友情・信

頼，助け合い】 

資料名「心のレシーブ」 

仲間 

自
己
肯
定
感 

   

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑧
11/22 

避難訓練 

（火災） 

「自分の命を

守ろう」 

自己 

学校 

   

自
己
存
在
感 

  

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑩ 
11/24 

主題名「自分のよいとこ 

ろを伸ばす」 

【1-(6)向上心，個

性伸長】 
資料名「うれしく思えた日から」 

自己 

自
己
肯
定
感 

   

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑨ 
11/22 

国語 
「説明の仕方を

考えよう」（５年） 

「ものの見方を

広げよう」（６年） 

自己 

仲間 

  

自
己
効
力
感 

   

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑫ 
11/30 

主題名「希望をもって努

力する」 

【1-(2)希望，勇

気，不撓不屈】 
資料名  「メジャーリー

ガー・イチロー」 

自己 

自
己
肯
定
感 

 

自
己
効
力
感 

   

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑪ 
11/29 

総合的な学習

の時間（人権月間） 

「自分のこと

をもっと知り，

仲間のよさを

見つけよう」 

自己 

仲間 

自
己
肯
定
感 

     

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑬ 
11/30 

人権集会 

「自分の思い

を伝えよう」 

自己 

仲間 

学校 

自
己
肯
定
感 

     

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑮ 
12/6 

主題名「みんなのために」 

【4-(4)勤労，社会

奉仕，公共心】 
資料名「堀之内良眼房」 

 

学校  

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

   

他
者
か
ら
の 

受
容
感 ⑭ 

12/1 

人権教室 

「相手の立場

を考えよう」 

自己 

仲間 

学校 

    

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑯ 
12/7 

体育  

「走り高跳び

で自己ベスト

を出そう」 

自己 

仲間 

 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

 

自
己
成
長
感 

 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑰ 
12/7 

 自己 

家族 

仲間

学校 

自
己
肯
定
感 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

自
己
存
在
感 

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

⑱ 
12/11 

学習発表会 

「将来の夢を

伝えよう」 

自己 

仲間 

学校 

自
己
肯
定
感 

自
己
有
用
感 

自
己
効
力
感 

自
己
存
在
感 

自
己
成
長
感 

自
己
充
实
感 

他
者
か
ら
の 

受
容
感 

 

表５ 「『自尊感情』道徳学習」指導計画 ５・６年（複式学級）２学期 

道徳のオリエ

ンテーション 

道徳の振り返り

の時間 
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(4) 協同的な学びを生かした道徳の時間における一単位時間の指導過程 

  ①内容項目間の関連を図り，②七つの構成要素を取り入れ，③協同的な学びを生かした，道徳 

の時間における一単位時間の指導過程を表６のように設定した。 

 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

導
入 

１ 前時を振り返り，内容項目間の関連を図

る。 

（「『自尊感情』道徳学習」マップの使用） 

２ 指導する構成要素と内容項目との関

係を考える。 

３ 構成要素や内容項目に関係する实態

調査の結果から自分を振り返る。 

【自己との対話】 

４ 学習課題を設定する。              

○ 内容項目の関連を図るために「『自尊感情』道徳学習」

マップや各種カードを使用する。 

○ 指導する構成要素へ意識が向くようにする。 

 

○ 自分との関わりで，内容項目と構成要素を捉えさせ

る。 

 

○ 構成要素と内容項目の関係に気付かせるようにし，構

成要素を含んだ学習課題を引き出すようにする。 

展
開 

５ 資料の範読をする。  【対象との対話】 

 

６ 構成要素を通して，道徳的価値の自覚

を深めるような中心発問をする。 

７ 一人で考える。      【自己との対話】 

８ ４人グループ（異年齢男女混合）での

対話活動をする。 【自己や他者との対話】 

９ 全体での話合いをする。  

             【自己や他者との対話】 

○ 資料は子どもが考えや思いを書き込めるように，行間

を空けたり，拡大したりするなど工夫をする。 

○ 内容項目，構成要素，資料を踏まえて中心発問を行う。 

○ 自己との対話で，教師が肯定的な関わりをする机間指

導を行い，自己と他者からの肯定的な評価の場とする。 

○ 他者との対話では，お互いに受容的な態度で関わり，

他者からの肯定的な評価の場となるようにする。 

○ ○ 全体での話合いでは，教師が子どもの発言をよく 

聴き，発言と発言をつなぎ，子どもたちにもどしていく。 

終
末 

10 学んだ内容項目や構成要素を踏まえ

て，自分との関わりで思ったことや考え

たことをワークシートへ記述する。 

【自己との対話】 

11 教師の説話等を聞く。 【自己との対話】 

○ 構成要素の理解を深めるとともに，自己の成長を实感

し，自己を肯定的に評価する場となるようにする。 

 

○ 子どもが，自己を肯定的に評価したり，他者から肯定

的に評価されたりする場となるような説話等を行う。 

 

７ 検証授業の実際と考察  

(1) 検証授業の实際 

対象学年：５・６年生（複式学級）５年生男子４名，女子４名，計８名     検証授業  

６年生男子３名，女子５名，計８名      11月２日～12月 11日 

検証授業においては，「『自尊感情』道徳学習」を展開し，道徳の時間で協同的な学びを生かし 

た指導を取り入れる。「『自尊感情』道徳学習」を，高学年（第５・６学年，複式学級）において

道徳の時間の授業を全８時間と各教科等の授業を全 10 時間の計 18 時間（PTA バザー・校区駅伝

は除く）を関連付けて实施した。实施にあたり次の視点をもって，取り組んだ。 

 

【視点１】 自尊感情の七つの構成要素を取り入れ，内容項目間の関連を図った道徳の時間や各教科等の

工夫 

《留意点①》 「『自尊感情』道徳学習」で使用する教具の工夫 

《留意点②》 「『自尊感情』道徳学習」のオリエンテーションの設定 

《留意点③》 道徳の時間における自尊感情を育てる指導の工夫 

手立て① 構成要素を踏まえたねらいの設定   手立て⑤  構成要素に焦点化する板書の工夫 

手立て②  構成要素を踏まえた資料分析         手立て⑥  協同的な学びの工夫  

手立て③  内容項目間の関連を図る工夫         手立て⑦  構成要素を育てる終末の工夫 

手立て④  構成要素に焦点化する発問の工夫  

《留意点④》 各教科等において自尊感情を育てる指導の工夫 

《留意点⑤》 自己を肯定的に評価し，他者から肯定的に評価される場の工夫 

《留意点⑥》 「『自尊感情』道徳学習」の振り返りの時間の設定 

    【視点２】 協同的な学びを生かす道徳の時間の工夫 

《留意点⑦》 協同的な学びの段階的な導入 

《留意点⑧》 協同的な学びの授業形態 

表６ 道徳の時間における一単位時間の指導過程  
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ア 教具の工夫【視点１】 

     「『自尊感情』道徳学習」を展開していくにあたり，自尊感情に関する子どもの意識を継続さ 

せたり，自己を振り返ったりできるように教具を工夫する必要があると考えた。 

(ｱ) 「『自尊感情』道徳学習」マップの活用《留意点①》 

「『自尊感情』道徳学習」マップとは  

「『自尊感情』道徳学習」を効果的に展開するために，子ど

もたちに，これまでどんな学習をしたのか，今何の学習をして

いて，これから何の学習をしていくのかを，確实に把握させる

必要がある。そのために準備したものが，Ａ３用紙六枚分の

「『自尊感情』道徳学習」マップである（写真１）。これを子ど

も一人一人に作成し，廊下に掲示し活用を図った。１か月に渡

る授業の展開が分かるように日付と教科名等を示し，授業後，

授業で使用したワークシートに教師がコメントを朱書きした

ものを貼り付けていくようにした。そして，子どもが自分のこ

とを振り返り，自己の成長を实感することで，自己を肯定的に

評価する場となるようにした。 

道徳の時間の導入時に活用  

内容項目間の関連を図るために，道徳の時間の導入時に「『自

尊感情』道徳学習」マップを用いて前時までの振り返りをする

とともに，内容項目のつながりを確認するようにした。また，

自尊感情の七つの構成要素についても前時までに学んだもの

を振り返り定着を図るようにした（写真２）。 

道徳の時間の評価に活用  

授業後に，教師は評価としてコメントをワークシートに朱書

きする。それをマップに貼り付け廊下へ掲示することで，これ

までの学習を休み時間等に振り返ることができるようにした。

このことで，自尊感情に関する子どもの思考や意識が途切れる

ことなく，１か月以上に渡る学習を行うことができた（写真

３）。また，子どもの考えや思いに対して肯定的なコメントを

書くことで，他者からの肯定的な評価の場となり，授業の回を

重ねるごとに，挙手をする子どもが増える様子にもつながっ

た。 

「『自尊感情』道徳学習」の振り返りの時間に活用  

１か月に渡る「『自尊感情』道徳学習」の最後の振り返りの

時間にこのマップを使用して，これまでの学習を内容項目の関

連を図るとともに，自尊感情の七つの構成要素から学んだこと

を振り返ることができるようにした（写真４）。 

(ｲ) 板書で使用する各種カードの活用（写真５）《留意点①》 

「自尊感情構成要素」カード  

七つの構成要素名をカードにしたものを，オリエン

テーション，道徳の時間の導入，道徳の振り返りの時間

に，構成要素についての理解を深めることができるよう

繰り返し使用した。 

自尊感情に関連する「領域」カード 
自尊感情に関連する「領域」である「自己」「家族」「仲

間」「学校」をカードにしたものを授業の中で，必要に応

じて使用した。 

「丸型自尊感情」カード 

道徳の授業で，七つの構成要素を子どもにとって分か

りやすい言葉にしたものを板書に使用するようにした

（表７）。 

 

写真１ 「『自尊感情』道徳学習」マップ 

写真３ マップで振り返る子どもの様子 

写真２ 導入時のマップの使用 

写真４ 振り返りの時間の子どもの様子 

「丸型自尊感情」カード 

「自尊感情構成要素」カード 

「領域」カード 

写真５ 各種カードの実践例 
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構成要素 自己肯定感 自己有用感 自己効力感 自己存在感 自己成長感 自己充实感 
他者からの

受容感 

分かりやすい

言葉 

よさがある 
人の役に 

立っている 
達成できる 価値がある 

成長して 

いる 

がんばって 

いる 

受け入れられ

ている 

よさがない 
人の役に 

立っていない 

達成でき 

ない 
価値がない 

成長して 

いない 

がんばって 

いない 

受け入れられ

ていない 

(ｳ)  自尊感情を評価の視点から捉えた図と七つの構成要素を定義した図の活用 

自尊感情を評価の視点から捉えた図 七つの構成要素を定義した図 
自尊感情にとって大切な視

点である，「自己から見た自分」

と「他者から見た自分」につい

てのイメージ図を，道徳のオリ

エンテーションや特別活動の

時間等で，繰り返し活用した

（写真６）。 

 

七つの構成要素の定義

を理解できるように，構

成要素の定義について書

かれた図を常時掲示する

ようにし，道徳の時間や

各教科等で使用し，説明

を加えた（写真７）。 

 

イ 「『自尊感情』道徳学習」のオリエンテーションの設定【視点１】《留意点②》（p12 表５「『自尊感情』道徳学習」①の授業） 

 「『自尊感情』道徳学習」を展開するにあたり，子どもたちが，自尊感情とはどういうもの 

で，自尊感情の七つの構成要素とは何か，また，１か月に渡りどのような学習をしていくの 

かを認識していることが，効果的な学習を行うために必要だと考えた。そのために，最初の 

時間に道徳の「自尊感情」に関するオリエンテーションの時間を設定した。 

  主題名「自尊感情を理解しよう」 道徳のオリエンテーション 
ね

ら

い 

○ これから１か月に渡って行う「『自尊感情』道徳学習」のオリエンテーションを行い，自尊感情とは，

どのようなもので，どうすれば高めていけるのかを考えさせる。 

過

程 

主な学習活動の流れと子どもの活動 
  教師の発問（Ｔ） 子どもの発言（Ｃ） 子どもの記述（◆） 

成果○と課題△ 

導

入 

１ 澤穂希選手の言葉を読み，澤選手の自信が 

どこからくるものなのか考える。 

 

 

２ 自信＝自尊感情ということの説明を聞く。 

 

 

３ 本時のめあてについて考える。 

○ 子どもにとっても

関心の高い澤選手を

自尊感情の高い人の

例とすることで，自信

のある人を子どもが

具体的にイメージし

やすくなった。 

○ 自尊感情を子ども

が使い慣れている自

信という言葉を使っ

て説明することで，理

解が図られた。 

展

開 

４ 子どもたちが「自尊感情」とはどんなものだと思 

うか，自由に考え（自己との対話），４人グループ 

で対話活動（他者との対話）を行う。 

 ○ 自分で考えたことをワークシートに書く。 

 ○ ４人グループでの対話活動を行う。 

 ○ 全体への発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

５ 自尊感情の構成要素の内容について教師が，子どもが出した意見と照らし合

わせながら説明するのを聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の考えをもた

せた上で 4 人での対

話をしたことで，多様

な意見が出た。 

 

○ 七つの構成要素を

子どもの实態にあっ

た具体例を出し説明

することで，子どもた

ちが，構成要素につい

てのイメージをもつ

ことができた。 

 

○ なぜ，自分たちはこ

の構成要素が高いの

か，低いのか等，理由

を考えることで，自分

たちの自尊感情の構

成要素を高めたいと

いう意欲を高めるこ

とができた。 

自尊感情とはどんなものだろうか。そして，それを高めるためにはどう

すればよいだろうか。 

写真８ 導入の様子 

表７ 「丸型自尊感情」カードの内容 

写真６ 自尊感情を評価の 

視点から捉えた図 
写真７ 七つの構成要素 

を定義した図 

Ｔ：「自尊感情」はどんなものだと思うか，自分の考えを発表してください。 

Ｃ：自分を信じること。 

Ｃ：立ち向かうこと。 

Ｃ：自分は絶対にできると思うことだと思います。 

Ｃ：やる気があることだと思います。 

Ｔ：「自己肯定感」の意味が分かる人いますか？ 

Ｃ：自分を否定しないこと。 

Ｃ：自分にはよさがある。自分を否定せずにいろ

いろすること。 

Ｃ：自分をよいと思うこと。 

 

写真９ 他者との対話活動 

写真 10 七つの構成要素の説明 
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過

程 

主な学習活動の流れと子どもの活動 
  教師の発問（Ｔ） 子どもの発言（Ｃ） 子どもの記述（◆） 

成果○と課題△ 

展

開 

６ 自分たちの实態調査の結果から，どの構成要素を高める必要があるのかを考

え，自尊感情を高めようとする意欲を高める。 

 

７ 自尊感情を高めるためには，どうすればよいかを個人で考え（自分との対

話），４人での対話活動（他者との対話）をした後，全体で発表する。 

 

８ 自尊感情を育てるために大切な，「自己を

肯定的に評価する場」と「他者からの肯定

的な評価をされる場」について教師が分か

りやすく説明するのを聞く。小学生にとっ

ての「重要な他者」である，家族，仲間，

学校についての説明も聞く。 

○ 自尊感情を高める

ためには重要な他者

が必要だと認識させ

ることができた。 

 

△ 扱った内容が多く，

子どもが理解しきれ

なかったところが

あった。 

終

末 

９ １か月に渡る学習を示した「『自尊感情』道徳学習」マップを説明し，学習

の見通しをもつとともに，意欲を高める。 

10 授業を受けての感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ これからの学習に

対して，見通しをもた

せることができ，自尊

感情を高めていきた

いという意欲を高め

ることができていた。 

 

○ 「自信」について，

様々な種類があると

いう言葉で，自尊感情

は七つの構成要素で

構成されていること

を捉えることができ

ていた。 

ウ 道徳の時間における自尊感情を育てる指導の工夫【視点１】《留意点③》（p12 表５「『自尊感情』道徳学習」⑥の授業） 

主題名「家族に愛されて」 4-(5)「家族愛」  

資料名「母とながめた一番星」みんなのどうとく ５年生 学研教育みらい 

ね

ら

い 

○ 主人公の「わたし」の心情を通して，生命の尊さを理解し，力強く生きようとする態度を育てるとと

もに，家族の幸せを願いつつ，その一員であることを自覚し，家族から受け入れられている気持ちを高

めさせる。 

○ 家族から大切にされ，受け入れられている（他者からの受容感）や，自分はかけがえのない価値ある

存在だ（自己存在感），自分も人の役に立っている（自己有用感）を高め，自尊感情を高めさせる。                                                

【手立て①】 

指
導
す
る

構
成
要
素 

他者からの受容感 母から自分の出産の話を聞き，母や家族から深く愛されているのを感じたところ。1  【手立て②】 

自己存在感 母から自分の出産の話を聞き，自分の命がかけがえのないものだと感じたところ。   【手立て②】 

自己成長感 無視をした友達には明日学校で話をすればわかることだと，考え方の転換を図っているところ。1 【手立て②】 

資

料 

 主人公の「わたし」は，友達から仲間はずれにされ，もう死んでしまいたいほどの気持ちになる。心配

する母から自分の出生時の話を聞き，家族の愛を感じる。家族から受け入れられていることを实感し，前

向きに生きていく気持ちへと変わっていく。 

過

程 
主な学習活動の流れと子どもの活動 

  教師の発問（Ｔ） 子どもの発言（Ｃ） 子どもの記述（◆） 
成果○と課題△ 

導

入 

１ 「『自尊感情』道徳学習」マップや「自尊感情構成要素」カード，「領域」

カードを使用して，前時の「生命尊重」の道徳で学んだことを振り返り，

自己存在感を確認する。そして，かけがえのないあなたの命は，家族から

きっと大切にされていることを聞き，内容項目間の関連を図る。  

                             【手立て③】 

２ 特別活動で用いた「つながり地図」を使用し，自分にとって家族とは，

どんな存在なのかを考えることで，本時で重点化して指導する「他者から

の受容感」という構成要素を通して「家族愛」を考え，学習課題を設定す

る。                                               

３ 本時のめあてについて考える。 

○ マップを使い，学

習の振り返りがで

き，「生命尊重」と

「家族愛」の内容項

目間の関連を図る

ことができた。 

○ 特別活動で用い

た「つながり地図」

を活用し，特別活動

で，見つめた自分の

ことを本時で深く

考えることができ

た。 

ワークシートの主な記述 

◆ 今日の授業をきっかけに，これからもっと自信（自尊感情）のある人

になりたいと思った。自尊感情の中には，いろいろな種類があって，そ

の一つ一つが大切だということが分かった。 

◆ 自信にはいろいろな種類があって驚いた。自信がつくためには，家族

や仲間の協力が必要だと思った。 

◆ 澤穂希選手はすごいなと思った。自分ももっと自分に自信をもってい

きたい。自分にできることがあれば，自信をもって取り組みたいし，もっ

とたくさんのことに挑戦してみたいなと思った。やったことのないこと

に興味をもちたい。 

 

自分と家族はどんな思いでつながっているだろうか。 

思い出つん勝手だろうか。 

写真 11 「重要な他者」の提示 
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過

程 
主な学習活動の流れと子どもの活動 

  教師の発問（Ｔ） 子どもの発言（Ｃ） 子どもの記述（◆） 
成果○と課題△ 

 

展

開 

 

４ 資料「母とながめた一番星」の範読を聞き，「わたし」の気持ちを中心に

話し合いながら，「他者からの受容感」についても考えていく。 

※板書に大きさの異なる「丸型自尊感情カード」。本時では，他者からの受

容感に関する受け入れられている，受け入れられていないを用いて，「わ

たし」の「他者からの受容感」がどのように変化していったのかを子ども

たちが視覚的に捉えられるようにした。           【手立て⑤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 中心発問への考えをワークシートに記入した後，グループでの対話活動

を行う。                           【手立て⑥】 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 全体へ自分の考えを発表する。 

 

７ 今日の学習を振り返り，思ったり考えたりしたことを書く。 

 

○ 受け入れられて

いる，受け入れら

れていないのカー

ドを用いることで，

主人公の「わたし」

が友達から受け入

れられていないこ

とで自尊感情が下

がることや，母から

受け入れてもらえ

ていることで自尊

感情が高まってい

ることを，視覚的に

子どもにとらえさ

せることができた。 

○ 「他者からの受容

感」に焦点化した発

問をすることで，子

どもたちの意識を

「重要な他者」に向

けさせることがで

きた。 

○ 友達との対話活

動により，対自分と

いう視点から対相

手という視点への

考え方の広がりが

あった。 

△ さらに対話を深

めさせるために，お

互いの意見を練り

上げていく学び方

を子どもに身に付

けさせる必要があ

る。 

○ 「他者からの受容

感」を家族から仲間

へと広げて考えて

いる子どもを，意図

的に指名し，深まっ

た考えをクラスで

共有することがで

きた。 

○ 「私も母につつま

れて生まれてきた

と思う」など，「他

者からの受容感」

の大切さに気付い

ている記述が多く

あった。 

 

 

他者からの受容感に

関係する記述 

あり なし 

16人 ０人 

Ｔ：母に，自分の誕生までの話を聞いた恵子はどんな気持ちだっただろう 

か？友達には受け入れられていなくて，辛い思いをしたけど，お母さん 

からはとても温かく受け入れられているね。       

【ワークシートの主な記述】個人で記入（自己との対話）→４人グループ

での対話活動（他者との対話）後の変容 

◆ こんなにも母がわたしに命をかけるほど大切に思ってくれるなんて 

とてもうれしいな。愛されているんだな。→ 母がこれだけ苦しくて 

も産んでくれたので，自分を大切にしないといけないな。 

◆ 私は，受け入れられているんだな。お母さんは，命をかけて私を産ん 

でくれたから，もっと大切に命を守ろう。→ 明日からは，良子たち 

と仲良くしていこう。自分は愛されているんだな。 

◆ お母さんは，わたしを産むために苦労したんだな。お父さん，お母さ

ん，おじいちゃん，おばあちゃん，みんなにわたしは，愛されているん

だ。→ お母さんが産むのをあきらめていたら，わたしはいなかった。

自分を大切にして，お母さんのことも大切にしていこう。 

【ワークシートの主な記述】 

◆ 恵子は，今までお母さんに愛されていることに気が付いていなかった 

けど，仲間はずれを機会に，そのことに気付けたし，良子たちに聞く 

強い心をもてるようになったと思う。 

◆ 私は，この学習をして，自分が生まれて，すごくよかった。私も母に 

つつまれて生まれてきたんだなと思った。私も家族を受け入れる心を 

もって家族を大切にしていきたいです。 

◆ 仲間はずれやいじめにあったとしても決して自分は，誰からも受け入

れられていない訳ではないんだと思った。同時に，自分の命を大切にし

ていかなければならないとも思った。 

写真 12 各種カードを生かした板書 

 

Ｔ：家族や友達から受け入れられていると感じられると，自尊感情は高 

くなりますね。                             

Ｃ：うれしくなって，きっと高くなります。         

【手立て④】 
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過

程 
主な学習活動の流れと子どもの活動 

  教師の発問（Ｔ） 子どもの発言（Ｃ） 子どもの記述（◆） 
成果○と課題△ 

終

末 

８ 家族からの，子ど

もの誕生や成長の

喜びを伝える手紙

を各自読むことで，

家族からの「他者か

らの受容感」を十分

味わう。 

【手立て⑦】 

○ 親からの自分へ

の手紙を読み，家

族，親から愛され，

受け入れられてい

ると感じている子

ど も た ちの 姿 が

あった。涙を流す子

どももいた。 

エ 協同的な学びを生かす道徳の時間の工夫【視点２】 

(ｱ) 協同的な学びの段階的な導入《留意点⑦》 

「自己を肯定的に評価する場」や「他者からの肯定的な評価を得る場」となるために，協 

同的な学びを道徳の時間と各教科等に活用していく。協同的な学びの授業を体験したことの

ない子どもたちが活用しやすいように，二つの段階を考え，徐々に協同的な学びの中で，子

どもが自分の意見を積極的に発言し，お互いの考えから主体的に学んでいくことができるよ

うにしていく必要があると考えた。そこで，表８のような段階を考えた。 

  

段階 協同的な学び 検証授業Ⅱで实施した道徳の時間 

ステップ１ 

資料等の各場面における主人

公の心情を押さえながら進める

従来の道徳学習に加え，授業形態

として机をコの字型にするとと

もに，中心発問に対して，グルー

プでの話合いをする。 

 

主題名「命の価値」 

〔3-(1)生命尊重〕 

（11/4）資料名「妹の手紙」 

題名「家族に愛されて」 

〔4-(5)家族愛〕 

(11/11)資料名「母とながめた一番星」 

主題名「友達と支え合う」 

〔2-(3)友情・信頼，助け合い〕 

(11/15)資料名「心のレシーブ」 

主題名「自分のよいところ伸ばす」 

〔1-(6)向上心，個性伸長〕 

(11/24)資料名「うれしく思えた日から」 

ステップ２ 

中心発問への子どもたちの主

体的な対話により授業を展開す

る。教師は，子どもの意見をよく

聴き，発言と発言をつないで，子

どもたちにもどしていく。 

主題名「希望をもって努力する」 

〔1-(2)希望，勇気，不撓不屈〕(11/30) 

資料名「メジャーリーガー・イチロー」 

主題名「みんなのために」 

〔4-(４)勤労，社会奉仕，公共心〕 

(12/6)資料名「堀之内良眼房」 

(ｲ)  協同的な学びの授業形態《留意点⑧》 

【導入】【展開】 【展開・中心発問】 【展開・全体】【終末】 

〔資料や自己との対話〕 〔自己や他者との対話〕 〔自己や他者との対話〕 

導入場面や中心発問を一人で

考える場面では，お互いの顔が

見えるように，コの字型にする

ことでお互いのつぶやきがよく

聞こえるようにする（写真 14）。 

中心発問に対して，一人で考

えた後は，５，６年男女一人ず

つの異年齢，男女混合の４人の

班を作り，話し合うようにする

（写真 15）。 

班での対話が終了後，全体で

対話をする時と，終末場面で

は，再度，コの字型にすること

でお互いのつぶやきがよく聞

こえるようにする（写真 16）。 

   

写真 13 手紙を読む子どもの様子 

 

写真 15 対話活動の様子 写真 16 全体での対話の様子 写真 14 導入場面の様子 

表８ 協同的な学びの段階 
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(ｳ) 協同的な学びを生かした道徳の時間【視点２】（p12表５「『自尊感情』道徳学習」⑫の授業）  

主題名「希望をもって努力する」〔1-(2)希望，勇気，不撓不屈〕 

資料名「メジャーリーガー・イチロー」 みんなのどうとく ５年生 学研教育みらい 

ね
ら
い 

○ より高い目標を立てて，困難や失敗にもくじけることなく，常に希望をもって一歩一

歩の努力を積み重ねて，その目標を達成していこうとする態度を育てる。 

○ 自分のよさを知り（自己肯定感），それを伸ばして行くためには，やればできるという

気持ちを（自己効力感）もって頑張ることと，それを支えてくれる周りの人（他者から

の受容感）がいることに気付かせ，自尊感情を育てる。 

過

程 

 

 

 

 

主な学習活動 
教師の主な発問（Ｔ）と子どもの反応（Ｃ） 

中心発問   児童Ｃ１の思考の深まり   他者からの肯定的な評価    内容項目間の関連に関する発言 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

導
入 

 １ 前時で学んだ，「個

性伸長」と本時の「希

望，勇気，不撓不屈」

の関連を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ イチローの实績や

それを支える自己効

力感について考える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「自己効力感」と「希

望，勇気，不撓不屈」

について確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

写真 17 内容項目間の関連を 

図っている様子 

 

Ｔ：前回の道徳の授業，何を勉強したか覚えている？ 

Ｃ：自己存在感じゃなくて･･･ 

Ｃ：自己肯定感。自己肯定感。 

Ｔ：そうそう，自己肯定感。男の子がいたよね。ソフトボー

ルを 40m 投げた。 

Ｃ：はいはい。自己肯定感ですね。 

Ｃ：ああ，ああ，あー，それですよ。 

Ｔ：その男の子は，自分のよさを…。 

Ｃ：見つけてなかった…けど…見つけて… 

Ｃ：自分のよさを見つけて，どんどん伸ばしていった。 

Ｔ：そう，伸ばしていったね。そして，将来は，イチロー。 

Ｃ：イチロー選手みたいになりたいと思っている。 

Ｔ：だよね。今日は，自分のよさを発見した彼が，イチロー

選手みたいになりたいんだとしたら，何が大切で必要なの

か，そういうことも考えてみてね。 

Ｔ：みんな，イチローってどんな人か知っている？簡単でい

いよ。 

Ｃ：えっ，メジャーリーガー。 

Ｃ：バットとかグローブとか自分の物を磨いて大切にしてい

る人。 

Ｔ：そんなことまで知っているんだ。 

Ｃ：きついけど，努力してがんばっている。 

Ｔ：そうですね。あきらめずに目標に向かってがんばってい

る人です。 

 

写真 18 イチローを紹介 

している様子 

Ｔ：今日，勉強したいのは，自尊感情なんだけど，その中で

も…。 

Ｃ：自己成長感？ 

Ｔ：これです。自己効力感を勉強しましょう。みんな，自己

効力感ってどんな意味？ 

Ｃ：自分はできるぞっていう気持ち。 

Ｔ：そうだね。自分の目標に向かって努力すれば自分はでき

るぞって思う気持ちが，自己効力感ですね。この表を見て

確認しましょう。 

Ｃ：ああ。 

Ｔ：どうですかみんな。自分のことを，自分は，自分の目標

に向かって努力をして，自分はそれを達成できる人間だっ

て，自分はできる人間だって，思えていますか？ 

Ｃ：うん，ちょっとは。 

Ｃ：そこまでではないかも。 

Ｃ：30パーセントぐらい思えている。 

Ｔ：自分，できるぞって，思えている気持ちの方が強いって

いう人？ 

写真 19 自己効力感の確認 

をしている様子 
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過

程 

 

 

 

 

主な学習活動 
教師の主な発問（Ｔ）と子どもの反応（Ｃ） 

中心発問   児童Ｃ１の思考の深まり   他者からの肯定的な評価    内容項目間の関連に関する発言 

 
 
 
 
 
 
 
 

導
入 

４ 实態調査から自己

を振り返る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のめあてを考

える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己効力感を高めるためにはどうすればよいだろうか？ 

展
開 

６ 資料「メジャーリー

ガー・イチロー」を読

み，自己効力感につい

て考える。  

【対象との対話】 

７ 中心発問をする。 

８ 自分一人で考える。 

【自己との対話】 
 

 

 

 

 

 

９ ４人の班で話し合

う。 【他者との対話】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 全体で話し合う 

   【他者との対話】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：实態調査をみると，みんなけっこう自分の目標に向かって

努力ができているんだよね。すごいね。どんな目標に向かっ

て努力している？ 

Ｃ：二重跳びをがんばっています。 

Ｃ：リフティングしている。 

Ｔ：料理を頑張っている人もいますね。 

Ｃ：ああ，料理ね。がんばって。 

Ｔ：みんなは，目標に向かってがんばっているんだけど，自分

はできるぞっていう気持ちがあまりもてていないのかな。も

ててないなあという人？ 

Ｔ：今日の道徳の学習のめあては，何にする。 

Ｃ：自己効力感を高めるためにはどうすればよいだろうか。 

Ｃ：どうすればよいだろうか。便乗する。 

Ｃ：そうそう，そのめあてがいい。 

Ｔ：おお，自己効力感を高めるね。そうしようか。 

Ｃ：せっかく○○君が，言ってくれたんだからそうしよう。 

 

写真 20 実態調査から自己を 

振り返る様子 

写真 21 めあてを確認している様子 

Ｔ：イチローは，なぜ自己効力感を高めること

ができたのだろうか？ 

【中心発問】 

   

 

 
【あるグループの対話活動】 

Ｃ１：えっと，イチローは，自分の細い体で強い

ボールを飛ばすためには，体を鍛えないといけ

ないことが分かっていて，自分の目標に向かっ

てそれをかなえるためには，どうすればいいの

かが分かっているので，イチローは自己効力感

を高めることができたんだなあと思いました。 

Ｃ：ああ，目標ねえ。はい。僕は，野球に夢中に

なったというところから，好きなものだったか

ら，自己効力感を高められたと思いました。 

Ｃ１：うん，うん，確かに。好きじゃないとしない。 

Ｃ１：300球ぐらい打つというところで，目標の

ためには，どんなことでもするんだなと思いま

した。イチローは。 

Ｃ：だよね。300 球すごいね。 目標，夢をかな

えたい気持ちがあるから自己効力感を強くす

ることができた。 

この発問に

対し，初めに一

人で考え，その

後グループで

の対話をして

いく。 

 

グループの

対話の中で，

相手の発言を

受け止める様

子が多く見受

けられ，受け

止められた子

ど も に と っ

て，他者から

の肯定的な評

価の場となっ

ていた。 

 

写真 23 他者との対話の様子 

 【全体での話合い活動】 

Ｃ１：わたしは，線を引いたのは○○君と同じで

すが，小学校の頃から夢をもって努力していた

んだと思いました。 

Ｃ：納得できるまで，ボールを打ち込んだのがす

ごいと思いました。 

Ｃ１：必ず自分で何かひとつ目標を立てて，それ

が成功したら，また他の目標を立てて，ってい

うことを繰り返しているから，いろいろなこと

がどんどんできるようになっていくんだと思

いました。 

 

 

Ｃ １ の 子

どもは，「目

標，夢」とい

う視点で「自

己効力感」，

「 1-(2) 希

望，勇気，不

撓不屈」につ

いての思考

を深め，自己

の成長を感

じ，自己を肯

定的に評価

す る 場 と

なった。 

 

写真 22 自己との対話の様子 
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過

程 

 

 

 

 

主な学習活動 
教師の主な発問（Ｔ）と子どもの反応（Ｃ） 

中心発問   児童Ｃ１の思考の深まり   他者からの肯定的な評価    内容項目間の関連に関する発言 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

展
開 

10 全体で話し合う 

   【他者との対話】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 今日の学習を受け，

思ったり考えたりし

たことをワークシー

トに書く。  

【自己との対話】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

終
末 

12  担任からのメッ

セージを BGMとともに

授業者が読むのを聞

く。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 26 メッセージを 

聞いている様子 

 

Ｔ：担任の○○先生からのみなさん一人一人へのメッセージ

です。心で聞いて下さい。○○君は，サッカーは，上達す

るようにと自主練習をして，自分を高めるための努力を続

けることができます。○○さんは，駅伝の前は，大会に向

けて尐しでも速くなるようにと家のまわりを走る努力家

でとてもがんばっていましたね。○○さんは，絵を描くこ

とが得意で，宅習なども絵で上手に表現してとても分かり

やすくまとめるようにがんばっていますね。○○さんは，

苦しい持久走の練習や難しい問題を解く時でも弱音を吐

かず，黙々と取り組む事ができ，結果を出しています。 

Ｔ：みんなのがんばりを家族も担任の○○先生もよく見て気

付いてくれていますね。自分はできるぞ，という気持ちで

自信をもってがんばってください。 

 

 

【全体での話合い活動】 

Ｔ：では，自分の考えを発表してください。 

Ｃ: 打つことだけではなくて，守備も走塁も上手

くなって，自分のいいところを増やして，自己

効力感が高くなっていたのかなあと思いまし

た。 

Ｃ１:自分で立てた目標に向かっていくためには

どうすればいいのか，分かっているのがすごい

と思った。 

Ｃ: 学校から帰っても練習を積み重ねていると

思いました。 

Ｔ： 練習を積み重ねていったのですね。イチロー

は練習を休んだことがありましたか？ 

Ｃ：たぶんなかった。 

Ｃ：たぶんないと思う。よっぽどのことがない 

かぎり。 

Ｃ：目標を立てることが，まず，目標を達成する

ことの第一歩だと思いました。また，目標を立

てて達成するのが好きなのがイチローはすご

いと思いました。 

 

Ｃ１の子ど

もは，「目標，

夢」という視

点で「自己効

力感」，「1-(2)

希望，勇気，

不撓不屈」に

ついての思考

を深め，自己

の 成 長 を 感

じ，自己を肯

定的に評価す

る 場 と な っ

た。 

 

 

前時の学習

である 1-(6)

「向上心，個

性伸長」と結

び付けて本時

の課題を考え

ている。 

 

資料１  主なワークシート 

写真 24 全体での対話の様子 

 

写真 25 ワークシートに自分

の考えを記入している

様子 
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成
果
と
課
題 

○ 児童Ｃ１を見てみると，「自己効力感」や「希望，勇気，不撓不屈」について，「目標，

夢」という視点で，思考を深めていた。また，観察や聞き取りから，協同的な学びの場

が，自己を肯定的に評価する場となっていたことが分かった。 

○ 協同的な学びによりお互いに自分の考えを認め合うことで，他者からの肯定的な評価

の場となるとともに，思考が深まり，それを子どもが实感することで，自己を肯定的に

評価する場にもなっていた。 

△ 学級の子ども全員の考えが深まったか，自己の成長を实感できていたかを把握する手

立てが必要である。 

△ 子どもの対話がより活発になり，思考が深まっていくような教師の関わり方や発問に 

ついて考える必要がある。 

エ  各教科等において自尊感情を育てる指導の工夫【視点１】 

   自尊感情を育てるために，各教科等においてもその各教科等の特質やねらいを大切にしな 

がら，取り扱う構成要素を重点化した指導を行った。自己のよさを発見したり，お互いに他 

者と認め合ったりする場を設定することで，「自己を肯定的に評価する場」や「他者から肯 

定的に評価される場」となるようにした。 

 (ｱ)  特別活動における関連付け 《留意点④》（p12表５「『自尊感情』道徳学習」②の授業） 

教科，領域 特別活動 

主題名 自分を知ろう，友達とつながろう 

目標 
 自分のよさを見つめたり（自己肯定感），友達や周りの人とのつながりを感じたりすること（他

者からの受容感）で，自己を肯定的に捉えさせ，自尊感情を育む。 

自尊感情の七つの構成要素を育てる学習活動 成果○と課題△ 

１ 「自分のなかのいろんな自分」というワークシートを書く。１

人の人間の中に，「いろいろな気持ち」があり，「いろんな自分」

がいることを発見し，受け入れる活動を行った。その後，いろい

ろな自分をグループで受け入れてもらう対話活動を取り入れた。 

 

２ 自分がいろいろな「つながり」の中で

生きていることに気付かせるために，

「つながり地図」を書かせた。また，自

分が書いた「つながり地図」をグループ

の他者から受け入れてもらう対話活動

を取り入れた。 

○ どんな自分も大切な自分であ

ること，どの「自分」も大切に

できるとよいことを感じること

ができた。 

○ 「つながり地図」を書くこと

で，今まで気付かなかった他者

とのつながりに気付き，感謝の

気持ちをもつようになっていっ

た。 

△ 「つながり地図」を書く時間

を十分に確保できなかった。 

主

な

感

想

の

記

述 

◆ 自分の中のいろんな自分を思い出してみると，たくさんあった。友達のことも，もっと深く知

れたからよかった。つながり地図で，こんなに大切な人やものがあったのでふやしたい。 

◆ 自分自身，家族，仲間，学校はみんなつながっていることが分かった。これからつながりをど

んどん作っていきたい。 

◆ 私は，自分のいろんな自分で，こんな自分がいるんだなあと思った。そして，つながり地図で

は，自分の好きな場所，食べ物とか，他には，友達，家族とか全部つながっていると思った。 

◆ わたしは，どんな自分も好きになれたらいいな，と思った。また，もっともっと人とのつなが

りを大切にしていき，増やしたいなと思った。 

 (ｲ) 総合的な学習の時間における関連付け《留意点④》（p12表５「『自尊感情』道徳学習」⑪の授業） 

教科，領域 総合的な学習の時間 

単元名 人権月間 自分のことをもっと知り，仲間のよさを見つけよう。 

目標 
 人権月間の取組を生かしながら，自己や友達を見つめ，お互いのよさ（自己肯定感）を発見

し，認め合うこと（他者からの受容感）で，自己を肯定的にとらえさせ，自尊感情を育てる。 

自尊感情の七つの構成要素を育てる学習活動 成果○と課題△ 

１ 人権月間と「『自尊感情』道徳学習」の取組を振り返る。 

 

２ 自分の大切にしているものを見つめ，自分のよさに気付くた

めに「私の宝もの」をワークシートに各自書き，４人グループ

で対話活動を行う。 

 

３ 自分や友達の個性やよさに迫っていくために，「クラスの中

の自分」をワークシートに各自書き，４人グループで対話活動

を行う。 

○ 人権月間で家族や友達，先生に

対しての率直な自分の思いを綴っ

てきている。その内容と自尊感情

の七つの構成要素を関連させて授

業を行うことができた。 

○ 「わたしの宝もの」や「クラス

の中の自分」，「いいとこ川柳」で

書いた内容を友達同士，お互いに

伝えあうことで，自分のよさを発 

写真 27 つながり地図を 

記入している様子 
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自尊感情の七つの構成要素を育てる学習活動 成果○と課題△ 

４ お互いのよさを認め合い，伝えあうために，「いいとこ川柳

大会」を行い，班の向かい合っている友達のいいところを見つ

け，川柳にして詠んで伝える。 

５ 学習を振り返っての感想を書くとともに，「『自尊感情』道徳

学習」マップを使用し，次の時間への意欲を高める。 

見するとともに，友達から自分の

ことを肯定的に評価してもらえる

場となった。 

△ 授業の中で，グループ以外の友

達の考えや思いを聞く機会を作る

必要がある。 

主

な

感

想

の

記

述 

◆ クラスの友達や自分のよさを見つける事ができた。これからは男女関係なく，仲良くしようと

思った。楽しかった。 

◆ 自分のよさや友達のよさを見つけて，いいとこ川柳を書いて楽しかった。これからも，もっと

たくさん自分のよさや友達のよさを見つけていきたいと思った。 

◆ 自分と友達のよさが違ったり，他者からの受容感もあったりしました。これからも自分のよさ

を出したり，友達のよさを見つけたりしたいです。 

◆ 今日の授業で自分のことや友達のよさを見つめてみたら，自分にはたくさんの宝物があり，友

達の持ち味があった。一人の人にたくさんのいい所があってびっくりした。 

オ 終末の工夫【視点１】《留意点⑤》 

自己を肯定的に評価する場や他者から肯定的な評価をもらう場となるように，内容項目や

構成要素を考慮して終末の場面の工夫を行った 
（※ 表内の○の数字は，p12表５「『自尊感情』道徳学習」の番号と対応。） 

扱った内容項目 工夫 授業の様子（写真 28） 

3-(1)生命尊重   

③ 

【命に関する紙芝居の読み聞かせ】 

自己存在感を育てる授業を内容項目「3-(1)生命尊重」

で实施した際，幼くして命を病気で失う男の子の話を紙芝

居で読み聞かせを行い，命の価値に迫らせ，自己の命のか

けがえのなさを感じ自己を肯定的に評価する場となった。 

 

4-(5)家族愛   

⑥ 

【一人一人への保護者からの手紙】 

自己存在感を育てる授業を内容項目「4-(5)家族愛」で

实施した際，子ども一人一人に保護者からの心のこもった

手紙を渡し，読む時間を設定した。保護者には，手紙を書

く際の視点をお願いした上で書いてもらうことで，授業者

の意図が反映されるようにすることと，内容に極端な個人

差が出ないようにした。どの子も嬉しそうに手紙を読み，

「何か辛いことがあったら，また読もう。」という言葉が

見受けられ，保護者から温かく受け入れられていることを

感じており，自尊感情を育てることにつなげることができ

た。 

 

2-(3)友情・信

頼，助け合い    

⑦ 

【授業者の小学校の卒業アルバムの使用と詩の読み聞かせ】 

自己成長感を友達とのつながりの中で育てる授業を内

容項目「2-(3)友情・信頼，助け合い」で实施した際，授

業者の小学校に友達と友情を育んだ様子を，卒業アルバム

を用いながら話をした。その後，谷川俊太郎の「ともだち」

の読み聞かせを行った。友達を多面的に捉えることができ

るとともに他者からの肯定的な評価を感じ，温かい気持ち

にさせることができた。 

 

1-(6)向上心，

個性伸長      

⑩ 

【担任から一人一人へのメッセージ】 

自己肯定感を育てる授業を内容項目「1-(6)向上心，個

性伸長」で实施した際，担任が子どもの一人一人のよさを

記述したものを授業者がＢＧＭとともに読んで伝えるこ

とで，嬉しそうな子どもの姿や授業後，「先生が，みんな

のよい所を見ていてくれるんだなと思って嬉しかった。」

という言葉が見受けられる等，他者からの肯定的な評価の

場となり，子どもの自尊感情を育てることができた。 

 

1-(2)希望，勇

気，不撓不屈    

⑫ 

【子どもたちが頑張る姿の映像】 

 自己効力感を育てる授業を内容項目「1-(2)希望，勇気，

不撓不屈」で实施した際，子どもたちが努力し，がんばっ

ている姿の写真を映像で流した。子どもたちは，自分が努

力している姿を見て，これから目標に向かってあきらめず

に努力していこうという気持ちになると同時に，自己の肯

定的な評価の場となっていた。 
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4-(4)勤労，社

会奉仕，公共心   

⑮ 

【子どもの映像や東北の震災後の写真】 

自己有用感を育てる授業で内容項目「4-(4)勤労，社会

奉仕，公共心」で实施した際，朝のボランティアや委員会

活動などに責任をもって取り組んでいる写真を映像とし

て流すとともに，自分たちがしている活動が，学校のため

だけではなく，校区，伊佐市，日本，地球のためになると

いうことをスライドに映した写真を説明して気付かせ，自

分たちの活動に意味付けを行ったことで，自己を肯定的に

評価する場となった。 

 

カ 「『自尊感情』道徳学習」の振り返りの時間【視点１】《留意点⑥》（p12 表５「『自尊感情』道徳学習」⑰の授業） 

  １か月に渡る「『自尊感情』道徳学習」の最後の時間に，これまでの学習を振り返る時間を 

設定した。「『自尊感情』道徳学習」マップを各自見ながら，道徳の時間及び各教科，領域等，

行事を振り返る時間となるとともに，自己の成長を实感する時間となった。 

主題名「自尊感情の学習を振り返ろう」 道徳の振り返りの時間 

ね

ら

い 

「『自尊感情』道徳学習」の最後の時間に，これまでの学習を振り返る時間を設定した。「『自尊感

情』道徳学習」マップを各自見ながら，道徳の時間及び各教科等で学んだことを振り返ることを通して，

自己の成長を实感し，自己を肯定的に評価する場とすることで，子どもの自尊感情を育てる。 

過

程 
主な学習活動の流れと子どもの活動 

  教師の発問（T） 子どもの発言（C） 子どもの記述（◆） 
成果○と課題△ 

導

入 

１ １か月に渡る「『自尊感情』道徳学習」を振り返ろうとする関心をもつ。 

 

２ 本時のめあてについて考える。 

 

 

○ 「『自尊感情』道徳

学習」マップの使用

で学習を振り返る意

欲が高まった。 

展

開 

３ 自尊感情と七つの構成要素について再度確認する。 

４ 自己評価と他者からの評価について確認する。 

５ 「重要な他者」と五つの領域を確認する。 

６ 内容項目間の関連を図りながら，これまで道徳の時間で使用した挿絵を

用いながら振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 「『自尊感情』道徳学習」マップを 

各自見ながら，自尊感情について学 

んだり考えたりしたことを自由記述 

で書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 自尊感情に関する二種類のアンケートに答える。 

  ※（「『自尊感情』道徳学習」の实施前に行った实態調査と同じ内容の

アンケート） 

○ 「自尊感情構成要

素」カードや「領域」

カード，道徳の時間

で使用した挿絵を

「『自尊感情』道徳学

習」マップと用いる

ことで，子どもの思

考をつなぎ直し，効

果的な振り返りを行

うことができた。 

○ 自尊感情の学習を

振り返っての自由記

述では，自尊感情に

ついて深い思考がな

されていた。 

△ 自由に記述する時

間を十分に確保でき

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  自尊感情のアン

ケートに答えること

で，子どもが自己の

成長を感じられた。 

終

末 

９ 「『自尊感情』道徳学習」を振り返っての教師の感想を聞くとともに，学

習発表会へ向けて自信をもてるように気持ちを高める。 

○ 学習発表会への意

欲を高められた。 

自尊感情の学習について振り返ろう。 

ワークシートの主な記述 

◆ 最初の道徳では，すごくなまはんかに自尊感情を考えていたけど，たくさん学んで，今では， 

自尊感情の七つの大切な感情についてくわしく真剣に書くことができるようになった。 

◆ 自尊感情の授業を受けて，自分の価値に気付き，一生懸命に生きることを知った。ぼくは他者か

らの受容感を勉強したとき，とても家族から愛されていることを知った。 

◆ 私は，１か月を振り返って，自分は自尊感情を高められていると思った。家族，仲間は自分のとっ

ても大切な一部だと思った。自分からみた自分をあまり好きになれないけれど，自分を好きになら

なければならないといけないと思った。 
 

 

写真 29 「『自尊感情』道徳学習」の振り返りの板書 

 

写真 30 「『自尊感情』マップでの振り返りの様子 
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 (2) 検証授業の前後における子どもの変容の分析と考察 

    ア  实態調査から 

      七つの構成要素全てにおいて，検証授業

後，すなわち「『自尊感情』道徳学習」の实

施後，数値の上昇が見られた（図 13）。重点

的に指導を行った「自己有用感」，「自己肯

定感」は上昇したが，「他者からの受容感」

は上がったもののわずかにとどまった。

ワークシートへの記入においては，家族や

友達から受け入れられているといった記述

が多く見られるものの，質問紙には反映さ

れていないことが考えられる。   

また，選択項目ごとの人数の変容の結果

を見てみると，どの構成要素においても「ぜ

んぜん思わない」という１と「あまり思わ

ない」という２を選択していた子どもが，

どの構成要素でも減尐し，自尊感情の底上

げを図ることができた。一方，ほとんどの

構成要素で「とても思う」の４を選択する

子どもが増えた。一人でも，自信をもって，

「とても思う」を選択した子どもが増えた

ことはこの研究の願いであり，大変重要な

ことである。「自己効力感」が減尐し，「自

己成長感」と「他者からの受容感」は現状

維持にとどまった。自尊感情の高い子ども

をさらに伸ばして行く手立てを考えていく

必要があると言える。「まあまあ思う」の３

と「とても思う」の４をまとめて考えると，

全ての構成要素で増加が見られたことから，

「『自尊感情』道徳学習」を行ったことで，

子どもの自尊感情の高まりへとつながった

と考えられる（図 14）。 

イ 子どものワークシートの内容（   は七つの構成要素に関する記述，表内の○の数字は，p12 表５「『自尊感情』道徳学習」の番号と対応。） 

道徳の時間 

各教科等 
A 児（５年女子児童） B 児（５年男子児童） C 児（６年女子児童） D 児（６年男子児童） 

道徳オリエン

テーション 

・七つの構成要素 

① 

私は自尊感情が無い

と思っていたけど，自尊

感情を高める方法を考

えてこれから取り組ん

でいきたい。私も澤穂希

選手みたいに自尊感情

もちたい。 

 自尊感情を高めるた

めに，自分を信じ，やる

気を出して，絶対に何で

もできると，思おうと

思った。自分を好きにな

りたいです。 

澤さんは，自分にすご

く自信があって，すごい

と思った。自己肯定感と

かいろいろあったけど，

どれも大切だと思った。 

これからの生活では，

自信（自尊感情）をもて

るように努力してがん

ばりたいと思った。特

に，他者からの受容感と

自己効力感をもって生

きていきたいと思った。 

特別活動 

・自己肯定感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

② 

つながり地図をもっ

と書きたい。自分の中に

はいろいろな自分がい

るんだなと思った。グ

ループの話合いで友達

のことも知ることがで

きたのでよかった。 

つながり地図で，僕

は，友達，家族，好きな

物，好きな食べ物，好き

なスポーツを書いて，家

族や友達に支えられて

いることが分かった。 

自分の中のいろんな

自分で，本当の自分が見

えた。つながり地図，他

校の友達を 10 以上書け

て，自分は，中学校でも

楽しく過ごせると思っ

た。 

自分がどんな人や物

と一番つながりがある

のかを地図にかいた。

もっと，自分のいいとこ

ろを増やして，他者から

認めてもらいたいと

思った。 

  

図 14 選択項目ごとの人数の変容（本校５・６年生） 

１ ぜんぜん思わない  ２ あまり思わない ３ まあまあ思う ４ とても思う 

図 13 構成要素の変容（本校５・６年生） 

（人） 



- 28 - 

 

道徳の時間 

各教科等 
A 児（５年女子児童） B 児（５年男子児童） C 児（６年女子児童） D 児（６年男子児童） 

3-(1)生命尊重 

資料名「妹の

手紙」 

・自己存在感 

・自己有用感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

③ 

当たり前だと思って

いたことが，学習して，

「生きる」や「命」は当

たり前じゃないことが

分かった。私もこの主人

公の妹みたいにぜんそ

くをもっていて苦しい

けれど，もっと重い病気

の人でもがんばってい

るので，私もがんばりた

いと思った。 

生まれたことに感謝

し，命を大切にしなけれ

ばならないと思った。ど

んな命にもすばらしい

価値があることで，僕

は，命をもっと大切にし

ようと思ったし，自分の

命も価値があると思お

うと思った。 

星野さんの詩や絵を

見た人は，みんな命をと

ても大切にしていると

思う。自分が自分の価値

に気付けていないだけ

で，どんな人にもすばら

しい「生きる価値」があ

るから，いつまでも下を

向いていてはだめだと

思った。 

 ぼくも，命ということ

について改めて深く考

えることができた。命を

そまつにするというこ

とは，自分何か死んでも

いいやという考えと一

緒だと思った。自分自身

の命を大切にしていき

たいとすごく思った。 

4-(5)家族愛 

資料名「母とな

がめた一番星」 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

・自己有用感 

・自己存在感 

⑥ 

私も家族や友達から

も受け入れてもらえて

いると思えるようにな

りたい。もし，仲間外れ

にされたときは，受け入

れてくれる人がいれば，

仲間外れにされたこと

も小さくなるんだなと

思いました。 

僕は，あまり友達にい

じめられることはない

けど，たまに，生まれて

こなければよかったと

思うことがある。でも，

僕のお母さんががん

ばって生んでくれたし，

家族のみんなから愛さ

れていると思うから，命

を大切にしたい。 

主人公のけい子は，今

まで，お母さんたちに愛

されていることに気が

付いていなかったけど，

仲間外れを機会に，その

ことに気付けたし，自分

を仲間外れにした友達

と話をする強い心をも

てるようになったと思

う。 

ぼくも家族にこんな

に愛情で包んでもらっ

ていたと分かった。ぼく

も父，母から得た命を一

生けん命に大切にして

最後まで生きたいと

思った。家族をもっと大

事にしたいと思った。 

2-(3)友情・信

頼，助け合い 

資料名「心の

レシーブ」 

・自己成長感 

・自己肯定感 

・自己充实感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

⑦ 

これから，主人公の良

夫みたいに自己成長感

と自己充实感を高めた

い。そのためには，今苦

手なことを見付けて，そ

れに，一生けん命に取り

組もうと思った。家族や

仲間をこれから大切に

していこうと思った。 

僕は，友達があまりで

きなくて，いやだなあと

思うけど，その友達が，

もっとやる気を出して，

がんばろうと思っても

らえるように，その友達

に協力してあげようと

思う。 

わたしは，友達に，協

力したり，信じたり，全

部分かったり，応援した

りできていない。だか

ら，これからは，友達に

協力したり，信じたり，

全部分かってあげたり，

応援したりしてあげた

い。 

 直希君は，友達の良夫

君を大切にしていたか

ら，僕も友達を大切にし

てお互いに，分かち合え

るようになりたいと

思った。今日の学習を受

けて改めて思いました。 

1-(6)向上心，

個性伸長 

資料名「うれしく

思えた日から」 

・自己肯定感 

・自己成長感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

⑩ 

自分のいいところを

見つけて，いいところを

のばして，自己こうてい

感を高めて，自尊感情を

のばしていきたい。よさ

がだれにでも一つはあ

ることを知った。 

ぼくは，サッカー部に

入っていて，自分でやる

と決めたし，自分のよい

ところだから，あきらめ

ずに，目標をもって，自

分のよいところをのば

していきたいと思う。 

「自分のよさをのば

そう。」という気持ちや，

「自分はもっとやれ

る。」という気持ちをも

ち，自分の目標をしっか

りもつことが大切だと

思った。「まわりの人の

役に立とう。」という気

持ちも大切だと思った。 

 今日の学習を受けて，

自分のよさを高めるた

めには，ぼくは，やる気

だと思います。それは，

やる気がないと何もで

きないからです。もっと

自分に自信をもってよ

さを伸ばしていきたい

と思った。 

総合的な学習

の時間 

・自己肯定感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

⑪ 

いいとこ川柳で，交か

んしてみた時に，私には

いいところがあるんだ

なと思いました。もっと

いっぱい書きたいこと

があって，私には，宝物

がたくさんあるんだな

と思いました。 

自分のよさや友達の

よさを伝えることがで

きた。いいとこ川柳は，

あまり上手に書けな

かったけど，自分の宝物

もあったのでよかった

です。 

自分や友達のよさに

気付く表に全員の名前

が入ってよかった。いい

とこ川柳を書くのが楽

しかった。色々な人の長

所特長が分かった。川柳

を書いてもらってうれ

しかった。 

今日の授業を受けて，

友達のよさを改めて分

かった。自分のよさも前

よりも出ていたので，自

分には「よさ」がある，

という気持ちが高まっ

た。 

1-(2)希望，勇

気，不撓不屈 

資 料 名 「 メ

ジ ャ ー リ ー

ガー・イチロー」 

・自己効力感 

・自己肯定感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

⑫ 

自分はできると思う

ことを見付けてのばし

ていこうと思いました。

でも，できないと思うこ

ともできると思うこと

に変えられるようにし

たいと思いました。 

僕もサッカー部に

入っているので，努力す

ることや自分はできる

と思うことの大切さが

よく分かります。だか

ら，僕も努力を続け，

サ ッ カ ー で も っ と

シュートを決められる

ようになりたいです。 

自己効力感を高める

ためには，目標を立てた

り，方法を考えたり，努

力したりすることが大

切だと思う。夢はずっと

追い続けてやっと届く

から，努力は欠かせない

と思う。目標を達成でき

るようにがんばりたい。 

自分でも目標を立て

て，その目標に向けて努

力して，自分を信じてい

くことを生活に生かし

ていきたい。目標を達成

しても，新たな目標を立

ててがんばりたいです。 

4-(4)勤労，社

会奉仕，公共心 

資料名「堀之

内良眼房」 

・自己有用感 

・自己効力感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

⑮ 

自己有用感を高める

ためには，自分にできる

事で人のためになるこ

とを考えてやってみる。

他者からの受容感を高

めるには，良眼房みたい

な気持ちが大切だと思

います。自己効力感を高

めるためは，達成できる

ことを考えていきたい。 

僕だったら，良眼房み

たいに，何度も何度もお

願いをしないで，すぐあ

きらめていたと思う。で

も，すぐにあきらめず

に，がんばるぞ，という

気持ちをもち続け，やり

とげることが大切だと

思った。 

自分が人の役に立つ

ぞという気持ちが，みん

なのために一生懸命に

なって，他の人のために

働くことのできる心を

もつために，必要だと

思った。 

自己有用感，自己効力

感，他者からの受容感の

ことがよく分かった。こ

の三つ以外の構成要素

をふくめて，この気持ち

を高めていきたい。みん

なのためにがんばるこ

とは，いいことだとすご

く感じた。ぼくもみんな

のために役立っていき

たいと思う。 
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道徳の時間 

各教科等 
A 児（５年女子児童） B 児（５年男子児童） C 児（６年女子児童） D 児（６年男子児童） 

体育（高跳び） 

・自己効力感 

・自己有用感 

・自己成長感 

・ 他 者 か ら の 受 容 感 

⑯ 

前より跳べなくなっ

たけど，がんばりたいで

す。コツを知って自己ベ

ストを出したいです。

もっと跳べるように

なって自尊感情を高め

ていきたい。 

僕は，足のけがをして

いたけど，やりました。

高とびのバーが棒では

なくてゴムだったので

自信をもってできまし

た。いつもより楽しかっ

たです。 

前の授業でも１ｍ跳

べたから，跳べると思っ

ていたから１ｍ跳べま

した。「１・２・３」で

跳ぶ練習も楽しくでき

てよかったです。また，

がんばりたいです。 

高跳びをして，ぼく

は，自己ベストを出すこ

とができました。95セン

チを100センチに変えた

からです。自分の自尊感

情を高めることができ

ました。 

道徳の振り返

りの時間 

・七つの構成要素 

⑰ 

自尊感情は決して高

められないことはない

けれど，すぐには，のび

もせず，尐しずつ高めら

れるのが分かった。「つ

ながり地図」を書いた時

は，自分は，一人ではな

いことを改めて知った。

「母とながめた一番星」

では，お母さんから手紙

をもらって，その中身を

見たら感動しました。駅

伝では，苦しかったけど

１ｋｍ走りきったので

自己成長感を高められ

たと思います。 

１か月前は，自尊感情

のことがあまり分から

なかったけど，自尊感情

を高めるためにはどう

すればよいか，というこ

とを，自分なりに考える

ことができました。周り

には，こんなに自分を支

えてくれる人がいるこ

とが分かりました。生ま

れたことや家族に感謝

して命を大切にしたい

です。友達は，これから

いっぱい一緒にすごす

仲間だから，今まで以上

に，仲良く協力できるよ

うになりたいです。 

最初は，自尊感情の中

にもたくさんあって，大

変そうだなと思ったけ

ど，１か月学習してき

て，自尊感情の中の全て

をもっている人になり

たいと思った。自尊感情

の中には，自分のことだ

けではなく，「他者から

の受容感」が入ってい

て，自分のことだけでな

く，重要な他者「家族，

仲間，学校，自分」はも

ちろん，それ以外の人の

役に立ち，社会のために

つくせたらいいと思っ

た。 

今までの考えは，「恥

ずかしい，自信がない」

などの気持ちだったけ

ど，この１か月間で学ん

だことで，考えが，「間

違えても大丈夫，自信が

ある」と思うようになり

ました。家族，友達，学

校の先生との関わりを

もっと増やしていきた

いです。家族には感謝し

ています。家族，友達，

先生の大切が分かりま

した。 

ワークシート

の記述の変容

に関する考察 

○ 授業で扱った七つの構成要素が記述にあるとともに，前時に学んだ構成要素も交

えながら記述してあり，意識や思考のつながりがある。 

○ 他の道徳の授業でも，前時に扱った内容項目を踏まえての内容が書かれてある記

述が見受けられ，内容項目間の関連を図って实践した効果があったといえる。 

○ どの子どもも自尊感情を自己の中だけで高めるのではなく，家族や友達など，他 

者との関わりを大切にしなければならないことに気付き，「他者からの受容感」の

重要性への意識の深まりが感じられる。また，社会にまで視点を広げて考えられて

いる子どももいる。 

○ どの子どもも自尊感情の大切さを深く理解し，前向きに生きていこうとする姿が

見受けられる。 

ウ  「『自尊感情』道徳学習」指導計画についての成果と課題 

成

果 

・ 自尊感情の七つの構成要素を考慮した「『自尊感情』道徳学習」を計画し展開することで， 

「もっと家族や友達から認められる人になって他者からの受容感を高めていきたい。」や，

「自分は，もっと努力して自己効力感を強くして自信をもちたい。」などの記述が，授業の

ワークシートに見られた。 

・ ワークシートに書かれてあることから，どの子どももその時間にねらいとする自尊感情の

構成要素について深く学んでいることが分かった。また，「『自尊感情』道徳学習」を通して，

子どもたちが，自分とはどんな人間なのか，自尊感情とはどんなものなのか，他者とのつな

がりを大切にしていきたいなどの気持ちが育ってきていた。 

課

題 

・ 各教科等や行事において扱う構成要素の分析が不十分だったため，要となる道徳の時間と

の関連を十分には図られていないところがあった。 

    エ 【視点１】についての成果と課題 

 

 

 

 

成

果 

 

 

 

 

 

・ 「『自尊感情』道徳学習」マップを道徳の時間の導入時に使用することで，内容項目

間の関連を図ることができ，複数の内容項目で自尊感情の構成要素を補いながら指導す

ることができた。その結果，「命って大事だし，自分の命も家族から宝物みたいにされ

ている」といった「生命尊重」と「家族愛」とを関連させた子どもの発言や，「自分の

よさを見付けたら，目標を作って伸ばしていくことが大切だと思う。その目標を達成し

たら，すぐに新しい次の目標をもつことも大切だと思った。」といった「向上心，個性

伸長」と「希望，勇気，不撓不屈」とを関連させたワークシートへの記述があった。 

・ 「『自尊感情』道徳学習」マップなどの使用により，休み時間，学習したことを思い

出すことができ，「この前は，イチローから自己効力感について学んだ。」や「家族から

の手紙を読んで，自分も大切にされていると感じて，他者からの受容感があった。」な

どの発言があり，子どもたちが構成要素について前後の授業のつながりを意識しながら
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成

果 

自尊感情を効果的に高めることができたと考えられる。 

・ 最初のオリエンテーションの時間を設定したことで，子どもも教師も見通しをもって

学習を進めることができた。また，「『自尊感情』道徳学習」の振り返りの時間を行うこ

とで，子どもたちに育ってきた自尊感情をより確かなものとするとともに，これから，

子どもたちが自尊感情を育て，前向きに自信をもって生きていきたいという意欲や思い

を高めることができた。 

課

題 

・ ひとつの資料に複数の構成要素が絡んでくるので，構成要素の焦点化や扱いが難しい場

合があり，指導が十分にできない場合があった。 

・ 今回の検証授業で扱えなかった内容項目の関連をどう図っていくか，具体的な实践を

積み重ねていく必要がある。 

・ 自尊感情の七つの構成要素を「自己肯定感」，「自己有用感」など定義したそのままの言

葉を子どもたちへ使用したが，「よさがある」，「人の役に立つ」など「丸型自尊感情」カー

ドで使用したような子どもたちが理解しやすい言葉のものを使用する必要があった。 

エ 【視点２】についての成果と課題 

成

果 

・ 道徳の時間に協同的な学びを取り入れることで，子どもが友達から学んだり，友達から認

められたり友達を認めたりする場を確保することができ，自尊感情を育てることにつなげる

ことができた。その結果，「もっと自分のよさを友達に知ってもらいたい。そして，自分も

友達のよさをもっと発見していきたい。」という記述があったり，最初は，挙手をして発言

することが全くなかった子どもが，自信をもって発言したりする姿を見せるようになった。 

・ 道徳の振り返りのワークシートには，「友達や家族とのつながりをこれからもっと大切に

していきたい」という，他者との関係の重要性を意識する子どもの姿が多くあった。 

課

題 

・ 子どもの対話の分析が不十分であり，どういう対話がなされると，学びが深まったといえ

るのか，どの言葉をきっかけに学びが深まっていったといえるのか，など詳細な分析を行い，

明らかにしていく必要がある。 

・ 子どもの主体性を大切にしながらも，対話が深いレベルで行われたり，促進されたりする

ような教師の関わり方や発問の在り方を明らかにする必要がある。 

          

Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

ア 『小学校学習指導要領解説 道徳編』や先行研究，諸文献を通して，道徳教育の目標など基本

的なことから，これまでの道徳教育の変遷や今日的課題等についての理解を深めることができた。 

イ 自尊感情と道徳教育との関連を明らかにし，自尊感情の定義付けや構成要素についての分析を

行うことで，今日的課題の解決に向けての道徳教育の在り方を探ることができた。 

ウ 自尊感情を育てるのに必要な内容項目の関連を図った「『自尊感情』道徳学習」を展開するこ

とで，子どもの自尊感情を複数の内容項目から指導することができ，七つの構成要素をバランス

よく育てることができた。 

エ 自尊感情の七つの構成要素とそれに関わる内容項目の分析を基にして，資料分析や発問の工夫，

板書の工夫などを行うことで，自尊感情を育てるための効果的な指導を行うことができた。 

オ 協同的な学びを生かすことで，道徳の時間が，自己を肯定的に評価する場や他者からの肯定的

な評価をされる場となり，自尊感情を育てるのに有効であった。 

  

２ 今後の課題 

ア 自尊感情を育てるために，発達の段階を踏まえ，小学校６年間を長期的に見通した「『自尊感

情』道徳学習」を計画し，継続した指導を行っていく必要がある。 

イ 自尊感情を育てるための協同的な学びにより，子どもの対話や思考が一層効果的に促進される

ように，子どもの発話，教師の関わり方や発問について，更に詳しく分析を行う。 

ウ 子どもの自尊感情を育てるために，「重要な他者」である家庭や地域との連携を更に行ってい

く必要がある。 
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【研究概要】 

本研究は，子どもたち一人一人の自尊感情を育てる道

徳学習の在り方について研究したものである。 

具体的には，まず，自尊感情やその構成要素を定義付

け，内容項目との関連を明らかにした。そして，自尊感

情の七つの構成要素に関わる内容項目間の関連を図り，

子どもの实態や発達の段階に即して道徳の時間と各教科

等を結び付けた，計画的，発展的な「『自尊感情』道徳

学習」の指導計画を作成した。さらに，道徳の時間にお

いて「協同的な学び」を生かした指導法の工夫を行い，

授業で検証した。  

 その結果，自己を肯定的に評価したり，他者から肯定

的に評価されたりする場を効果的に設定することがで

き，積極的に発表したり，自分の役割を主体的に果たし

たりする子どもの姿が多く見られるようになり，本研究

が，子どもの自尊感情を育てるのに有効であることが分

かった。 

 

【担当所員の所見】 

本研究は，小学校学習指導要領解説道徳編に示されて

いる「人間としてよりよく生きるための基礎・基本とな

る道徳性を育成する」ために，自尊感情に焦点を当てた

ものである。 

研究内容の特色を三点挙げる。 

第１に，自尊感情とはどういうものかについて，その

構成要素を分析することで明らかにし，発達の段階に即

した重点化に取り組んだこと。 

第２に，「『自尊感情』道徳学習」は，道徳の時間にお

ける内容項目間の関連を図るとともに，道徳の時間と各

教科等との関連を図ることによって，まさに，「道徳の

時間を要として学校の教育活動全体を通して行う道徳

教育」の具現化を目指すものになっていること。 

第３に，協同的な学びを生かすことで，信頼関係や温

かい人間関係を基盤におき，子どもが自己への問い掛け

を深め，未来に夢や希望をもつことを目指す授業になっ

ていること。 

これらの特色は，小学校学習指導要領解説道徳編の

「３ 内容の取り扱い方」で求められている「関連的，

発展的な取り扱い」及び「各学校における重点的指導」

についての，具体的で有効な工夫となっており，時宜を

得た研究である。 

今後も本研究を継続し，生きる上で基盤となる道徳的

価値観の形成及び自己の生き方についての指導を，更に

充实させてほしい。 

 

 


